


の

学位論文

アメリカ近代の大学空間に関する研究

岩槻和哉

東京大学大学院工学系研究科建築学専攻

1995 



はじめに

1 大学受間 ふたつの転換点一

ヨーロァパ中世以来的大学的箆史をその空間的側面に注目して眺めると‘そこ lこふたつの大きな転換点が存在す

るζとに気づ〈。ひとつは、その誕生以来、活動としてのみ存在し、教鶴と学生向車屈にすぎなかった大学が徐々

に制度化され、教場や学賀、図嘗飽といった国有的建物を所宥し、空間的に定位して申〈時期{ヨーロァパ、 14世

紀、15世紀}であ丹、他のひとつは‘その制度的近代化に伴い‘大学が国宥の広大な敷地を所有し唱 『キ 守ンパスj

という自律した空簡を形成して申〈時期{アメリカ、 lヨ世紀末-20世紀初頭}である。本論文では、後者、 すなわ

ち19世紀車から20世紀初頭町アメリカ近代的大学空間!の観察を通して‘ fキ苛ンパスjという大学に包有の空間タ

イプの底立条件とその形態的特置置を注築章医学的観古から明らかにすることを試みる，

2 ウニヴヱルシタス ー人間と空間一

大学という言葉町語源はラテン飯田ウニヴヱルシタス(uni¥ersitas)である.この言葉は本来.多数百IJ[数司人目

!IJ合体‘を意味する言葉であり、例えば、ウニヴェルシタ1・ヴヱストラ(universitasv出 lra)というぬは fあなた

がた一向j を意味する.こ白書裳i立、中世においてはコムニタスt∞mmunilas.lやコレギウムt回目哩ilm)といった

訴と悶憾に.ギルド(結社.同章者組合}をあらわす苫誌として使用されるようになる.そして ほ世紀末から13

世紀初頭由時期に‘当時ハリやポロ一二、・をはじめとするヨ 0 ，/川町中世郎市に出現した教師と学生町集団に対

してこの菖葉IJ'ff/いられるにいたって‘それは大学をあらわす言葉として使mされるようになる.しかし.当初は
この宮j躍が単位で使われることはな〈、それは例えば教師と学生田総合 tウニヴヱルシタス}といった使い方を

された.

さらに怒意すべきは.中1
"
ヨーロッハにおいて11. ウニヴェルシタスという宮誌は教師や学生の I!IJ団jに対し

てのみ逸fIIされ そうしたI/.J図的存在する f場所i あるいは I空(ffIJ を指してはいなかったという J/I~起である. i主

再に対してはウニヴェルyタスではな〈 ストヮディヴム(sllclium)という立葉がII!いられている.このような人1111

tJJ図と彼らが存在する物理的偲境との百品向上での区j}ljは、例えは古代ローマにおけるロvitas(，fi民的共同体)C 

Irbs (郡市町物理的領峻}の区別等と同級‘人(fflと場所‘あるいは.人間!と受(fflの棋鋭的関係岳地的に示している

点において大変興味深い.

3 大学空間の3つの型 カルチエラタン ・?>t ドラングル・キャンパス ー

集団としての大学{ウニヴェルシタス}が. 一時的にせよ恒久的にせよ.ある喝所に慢づくとき.そこに士学空

11:1が発生する.この大学空111/の存在形式に注包すると.それは歴史上白太吉〈以下町3つの:ti型として促える こと

ができょう.

(1) I場Jあるいは f部屋j としての大学空Iffl

(2) r注物j としての大学'!i!(ffl

(3) r領犠3としての大学空/111



第ーの額型は.ヨーロッハ中世町大学発生織に忌も顕著に晃られる型である.前述したような.教師と学生時集

団 tウニヴヱルシ:97.)である大学は z 中世ヨーロッハにおいては なんら国有田平動産を所有せず.都市由中の

公共空間や建物田中の部屋を事1mして、講義‘寝泊まり‘欽企といった行為をおこなった.例えば、講義は 当初

は憾のたもとや教会的自廊、広場町野外説教場でおこなわれ‘その後.教師の自宅や貰借りした建物の一室でおこ

なわれるようになる.この額型においては大学と都市との結びつきは必ずしも恒A的なものではな<.歴史上 し

ばしば大学はある都市から他的都市へと移動している.ここではこのような大学空間の顕型を、 I力ルチエ・ラタ

ン(QuartierLaUn)型Jと呼ぶことにする.

第二の鏡型は白 14世紀後半から15世紀にかけて現れた型である. こ即時期になると大学は鼠有の土地や建物を所

有するようになり.大学と都市町結びつきは短A的なも由へと変化する.各大学l立教場群や図書室などを吉む大学

卒館や.学生白寝泊まりと食事のため由学擦を建Z置する.特にアル77.以北町大学においては教育環程をも吉んだ

学寮 t全謀学寮}が出現する.このように.この額型はさらに大き〈‘大学卒館型と童顔学繋型に分読することが

できる.説者の代表的なものとしてはポローニャ大学町7ルキジンナジオCArch塩inJ酷 (0)やパドワ大学的牡牛町宿

(回18Z7-Odel 80)が挙げられる.後者の代表的なものとしては.イギリスにおいて控特自発展をみせたオヲスブリソ

ジのカレソジ空間!のヲォードランゲル(Quaclrangle)/){挙げられる.いずれの型にせよ唱これらの建物的多〈には中

庭が設けられ.それが大学空/111の中心として主体を統合する役割を担っている.ここではこのような大学空間的額

型を r~* ードラングル型j と呼ぶことにする.

第三の却型1;1.. 19世紀車から20世紀初頭由時期lこアメリカにおいて発生した型である.1810年のドイツのベルリ

ン大学由設立に融散される大学的制度的近代Itは‘その空間的側面にも多大な影響を与える.この大学近代化由影

容が空間的に品も顕著に現れたのがアメリカ近代の大学空間である.いまや大学は 都市町中に散在する控泊四集

合体ではなく‘ それらをすべて吉む広大な敷地を所布1-.自11/的なを/11/を形成するようになる.ここではこのよう

な大学空倒的tfj型を『キャンハ7.'f!Jと呼ぶことにする.

以上.中世ヨーロッハ以来的太学制度町中で現れた大学空/11/の存在形式を大き<3つの煩型に分怨1-.さらにそ

れぞれ由郊型を(リカルチエ ラタン1'1. (2)クォードランダル型‘ (3)キぺンハス型.と名付けた.

4. キャンパス ー7メリ力近代の大学空間一

本論文で1:1..先に読定した大学空間!の3つの型のうち.lii後のもの.すなわち 1キ、ンハスj を研完対象とする，

これは 1キ、ンハス1という笠/11/タイ 7由民立およびその形態的特徴的分析をおこなった一個の完結した論文であ

ると同時に.また‘大学空間的第2の盟である 17認ードランゲルj を対量とした誌宜 fクワドラングル ケンブ

リァジ大学のカレッジ空/11/に関する研究一 j 【錦苦‘東京大学大学院修士論文 1992年}の続編として位蹴づけら

れる.

大学'7!!IIJにi喝してはこれまでにも保々与研究がなされてきた.しかしながら.大学という制度自体が不可避的に

ばらむ内的矛盾やその(iu主的理時さ.あるいは主体像的捉えにくさゆえにであろうか.そ田Jl!築(J9核化、にまで切り

込んだような成果はなかなか13られていないように思われる.大学空/11/の一筋型であるキtンパスを対象に.本研

究はまさし〈その全体像を可鈍化することを試みるものである.
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強文の内容の要旨

2量文題目 7メリ力近代的大学空間1こ閉する碩史

氏 名 岩緩和議

序章 キャンパス J アメリ力近代の大学空間

卒論文は‘大学制度に国有な Iキャンハス(campus)Jという空間タイフ申定義づけをおこない. さらに也事高形態論的認援に

基づいてその形態的符複を明らかにすることを目的とする.

われわれは大学制度に伴って形成される大学空1111 すなわち その敷地建物外部空間の総体を指して fキャンパス』と呼

ぶ. 18世紀初頭にアメ リ力的7リンストン大学において録初に使用されたとされるこの宮葉1:1.当初唱建物の摘に設けられた、

価によって阻まれた空地(field)を指していた.この宮葉が現代的意味.すなわちk学空(!t/の量主体を意味するようになるのは司 19

世紀後半のアメリカにおいてであった.

このアメリカ近代町産物である tキャンパス』について 本論文では制度と建築の関係.すなわちk学町制度的近代化に連携

した空間的変革という観点からその法立条件を探1). さらに雄襲の集合形式という観点からその成立期である 19世紀末から20

世紀初頭のアメリ力的具体的な大学受1::1の事例をIflt話することによって、その空/111(，揖成形式的特散を明らかにする，

本書量文1:1以下の3つの部分により構成される.

第 I立 キャンパスの成立/制度とJl!!i!

第Z翠 アメリjJ近代田大学空1::1 /実世間分析

冨J31;1 モールとクォードラングル / 注!i!司集合形式

第 1ままでは.大学的制度的近代化に速換した空(!t/的変革という観点から.キ、 ンハλ的成立金件を噌iらかにし 町その定詰づけ

をおこなう.

第21;1.'では キ、ンハス成立織にあたる19世紀末から20世紀初頭の具体的なk学空間を対象に.個別的立キャンハスの影成

過程とその形態的特徴を紐摂する，

第3京で:1. 7メリ力近代田大学空(!t/~キャンI\"Ã 由空間構成形式に/1'/31.- 建築の集合IfJ式という限点からそのIfJ態的特磁

を却型((;に笠理し アメリカ近代町大学空間'/~キ、・ン1 1'7. 的存在形式を明らかにする.

第 1章 キャンパスの成立/制度と建築

キべンハス成立のliiも墨袋な盟国I:J).:学的制度的近代{乙である.大学近代化の特徴i立 大学が従来的教汗機関としての機能と

ともに、新たに研究機関としての機能を/f1うようになったことであり.それは既成の且，.，を学ぶ学校と 学'{II/を常に未解決むも

のとして被う大学との明確な区jjlJであった.さらにこの時期11. 諸学/II}を引機的に統一する総合機関tウニヴェルシタス ーリテ

ラルム}として由大学的在IJjfが明確化された時期でもあった.

ドイツの耳障慢のもと‘アメリカで11191，世紀初頭から徐々に大学近代化がほじまりる.大学(J)制度的近代位はそ由'!i!I，目的側面に
も彰響を与え k'1'空/11/11急速に変存する(c1cac/cmical口l1agc→cilyo( lcarning).制度的近代化に伴う大学空間!の大縦横{ι

IU維It.高密化や周辺環境の/U;i/i化に対して.k';-'空1::/はそれが伝統的に備えていた空間的符慣を変化さぜることによって対応

するt領域的不明敵性→領域的明確化.白蛇尭'主的な空/11/形成一計画的な杢I::/I!J/i，). I領域的事i櫨ItJとは数地境界的明確It

あるいは弁別的敷地への移転を意時し f計画的な空間形成j とはマスタープラン作成による長期的視野に基づいた空間形成を

意味する.

f領域的明確化j と f計画的な空/1:1形成j というふたつの空間的特質白変化によって 近代という時代に対芯した大学'，};I::Iの

析しい存在熔式=キ号ンハλが成立する.以上町認設に基づき.本論文で11Iキtンハスj を以下のように定義する.

1) Iキ、ンハス(四mpus)Jとは‘ k学由制度的近代化に連機して 19世紀末から20世紀初j額四時i聞にアメリカにおいて現れ

た大学空Ill/である，

2) Iキtンハス{田mpus)jとは WI織な領域をもった自徳的な大学空間である.

3) Iキl'ンハスt田'lnpHS)jと1:1.柔軟性と持続性壬同時に揃えた空間附造のもとで総合的二候汗づけられたた'f':空/llJである.
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第2章 7メリカ近代の大学空間 J 実例分折

第21;1で11 キャンハス成立期にあたる19世紀末から20世紀初頭町アメリカのk学空間を具体的に観察する，本章は次のふ

たつの部分によコて偶成される.

。資格的観察に』基づいて選定した30):学的個別的な空間I形成田過程とその形態的特徴の叢理.

2)個別、11伊iの観察に基づき匂<1)空間1構成 b)係式、 c)弁別的要議にl到するこの時期白太学空間的全体的傾向の整理.

針析の対象は この時期に作成されたマスター7ラン.拭案、設計競妓案と実践に建恋された大学空間である."主意における

個別事倒的観察によって 7メリカ近代田太"(~?il{U/(主将にその空/l11i再成に共通の形態的符徴をもつことが明らかにされた.

第3Jl モールと空ォードラングル /題築の集合形式

アメリカ近代町大学空間はその空間i構成に共通の形態的特徴をもっ.この共通の特徴とは、オーフシ・スペースを統合要素と

し.その周留を複数の建物が臨む空間構成形式であ 1). こ由中間的な構成段階で形成される集合体をここではキ 4ンハスの f基

本集合単位』と呼ぶ.

こ由基本集会単位はその構成形式にi期して.さらに紬型のモール1m剖日と集中型の7"ードラングルIQU<1d田ngle)l二分額され

る(控/lfJt.措成の f基本形式J).アメリカ近代のk学空/11/におけるふたつの基本形式的ti!f17は それぞれの形式を用いたふたつ

の I原型的作品j由影将による.すなわち この時期には 7メリ力独立i現に創設されたヴYージニ 7大学と イギリスの伝統

的なオ;;?7.フォード、ケンブリッジ尚よ学的!i!/l11i揖成が参照され、それらの儲える略式‘すなわちモールとヲォードラングル

がキ、ンパス形成司有効な手法としてね極的に1211/されている.このふたつの原型的作品は恨なる慎倣の対量としてではなく、

紙しい宜厳におけるデザイン町民!闘を舷進させるイメージの源泉として.キャンハス形成に大吉な影慢を与えている.

;Ji倒的鋭裂に基づ<!A本集合単位の多慢な存在阪態の怨型的盟理によって ふたつの基本形式はその単位IfJ態にI坦して以下の

ようむ対比的な {IfJ君主的特性Iを治佐官jに磁えることが明らかにされた.

〈モール> <，，~ードランゲル〉

a空間l野'i1' 伸展性 骨 完結性

b物体形態‘ 完結性 骨 仲民性

C.可躍形態 像由1/!一位 向 般の多数性

このようにふたつの基本形式はず，，/11/形態 物体協態、 石!被形態にi闘して対比的な将位を備えておη アメリjJ近代田大学空111/

ではこれらふたつ由基本形式を両極とした鰐態的{変形j傑作によってキャンハス壬構成する多峨む基本集合単位が創出されて

いろことが控解される.

これらJç本集会単位はさらに (m合』さ~1.それによって大腿限な集合体=キ，.ンハスが形成される.この践敏の基本集合単

位の援会的様態壬 ::ti1'!~切に県埋することにより.モールの集合応態として /)並列型 2)直列型. 3)交a型にが抽出され
ク4ードランゲル由民合形態として. /)!u1心1'/型.2)ツラスター型.3)糟殖型が抽出される.

以上田Jn誌により アメリカ近代的k学空II:/~キャンハスの存在能式は.対比的特性を備えるふたつの活本怒式的 f変形』に

よる事保な基本!I!合単位の創出と それらの{，'1!.合』 による多様な集合体=キtンハスの1ft成として統一的に理解できることが

明らかにされた，

f基本形式的変形と迎合jによるキャンハス由形成11‘近代的k学問多慌え主要求を同時に満たすとともに‘キャンハスにおけ

る安定した空/lfJt.持車.すなわち符続性と柔軟性を同時に備えた空/If.日間道的確立に寄与している.このような草味においてアメリ

カ近代の大学空/11/はまさし <1i1初のキャンハスであり r基本形式の変形と拠合j というキ、ンハス形成の構造的原理的指椀を

もって‘建築の集合形式という観点からキャンハスの存在形式を切らかにするという本沼田目的に対する結論とする.



序章

キャンパス / アメリカ近代の大学空間



0-[， 研究の目的

本論文は、大学制度に固有な「キャンパス(campuS)J

という空間タイプの定義づけをおこない、さらに建築形

態論的認識に基ついてその形態的特徴を明らかにするこ

とを目的とする。

われわれはしばしば大学制度に伴って形成される大学

空間、すなわち、大学の敷地およびそこに建つ建物や外

部空間の総体を指して「キャンパスJと呼ぶ。アメリカ

のプリンストン大学において最初に使用されたとされる

この言葉は、当初、この大学の建物(NassauHall)の前

に設けられた、棚によって阻まれた空地(field)を指し

ていた。この言葉が現代的意味、すなわち大学空間の総

体を意味するようになるのは、 19世紀後半のアメリカに

おいてであった。

中世ヨーロッパにおける大学の発生以来、大学の建物

は都市の中で他の建物と混在して建っていることが一般

的であり、パリのカルチェ・ラタンやイギリスのオック

スブリッジのように大学の建物がある区犠に集中し、大

学街や大学都市が形成されることはあっても、大学が固

有の広大な敷地を所有し、大学施設すべてをそこに収容

するようなことはほとんどなかった。したがって、アメ

リカにおけるキャンパスの出現は大学空間の存在形式に

関する革新的な出来事であったと言える。今日では、キ

ャンパスは大学空間の存在形式のひとつの典型となって

おり、アメリカ以外の国でも、大学発祥地であるヨーロ

ッパでさえも、この形式は積極的に保周されている。

このようなアメリカ近代の産物である「キャンパスJ

は、どのような背景のもとで成立し、どのような過程を

経て形成されたのか。それはなぜアメリカという図にお

いて、またなぜ近代という時代に出現したのか。さらに、

それはどのような形態的特徴を備え、それはどのような

構成!J!!*と構成形式によって成立しているのか。

これらの問題意識のもと、本論文ではまず制度と建築

の関係、すなわち大学の制度的近代化にi型携した空間的

変革という観点からキャンパスの成立条件を採り、さら

に建築の集合形式という観点から、キャンパス成立期で

あるアメリカ近代の大学空間の形態的特徴を明らかにす

る。



0-2.研究の対象

研究の対象は、キャンパス成立1切にあたる19世紀末か

ら20世紀初頭の時期にアメリカにおいて作成されたキャ

ンパスのマスタープランと実際に建設された大学空間で

ある。

19世紀後半から20世紀初頭の時期は、アメリカの大学

がその制度的近代化に直面した時期であり、それはその

組織的側面のみならず空間的側面にまで彫響を及ぼして

いる。したがって、この時期は制度的にも、また空間的

にもアメリカ大学史におけるひとつの大きな変革期であ

ると位置づけられ、 「キャンパスJはこの変革の中から

生まれた大学空間の新たな存在形式であると言える。

ドイツのベルリン大学の創設にはじまるとされる近代

的大学の出現は、理念的にも、組織的にも、またその内

容においても近代という時代に相応しい大学の在り方を

提示し、大学という観念の近代的な意味づけをおこなっ

た。ドイツの影響のもと、アメリカにおいても19世紀初

頭から徐々に大学近代化がおこなわれ、それは19世紀中

頃から本格化する。このような大学の制度的近代化に伴

って、アメリカ近代の大学空間はそれまでの伝統的な大

学空間とは明らかに異なる様相を呈するようになる。

制度的近代化に伴って変容した大学空間をいかに秩序

づけ、さらには近代という時代に相応しい大学空間をい

かにして創造するかが、この時WJの段大の諜1iIiであり、

その過程にアメリカ近代の大学空間=キャンパスの存在

形式を模索する綴々な実験を見ることができる。キャン

パス成立1切の特徴のひとつは、このような大学空間の変
容とそれを秩序づけるための様々な実験がわずか半世紀

のあいだに集中的に、しかも限定された地減ではなく、

アメリカ全土において同時多発的に起こっている点にあ

る。このような意味において、キャンパスとはまさしく

アメリカ近代の産物であると言うことができる。

ある特定のビルテ'ィング・タイプや空間タイプの本質

的特徴を理解するために、その成立期に注目することは

ひとつの有効な方法である。本研究においても問機の方

法によって、すなわち、その成立期である19世紀末から

20世紀初頭のアメリカに注目することによって、大学制

度に固有なキャンパスという空間タイプの本質へと接近

することを試みる。



0-3.研究の方法

本研究は資料蒐集と分析より成り、その成果はそのま

ま本論文を構成する資料編と本編としてまとめられてい

る。また、本編はさらに 3つの部分より成り、それはそ

のまま 3つの章としてまとめられている。以下、資料蒐

集と分析の内容について説明する。

0-3-1.資料蒐集

研究のための資料は園内での文献調査、アメリカでの

文献調査および現地調査によって蒐集された。園内の調

査では大学建築に関する先行研究と当時のアメリカの建

築雑誌をもとに文献および図面資料の蒐~をおこなった。

現地調査(1994年 1H2月、 1995年十7月)では30大学

を訪れ、大学図書館、建築学部図密館における文献蒐集、

大学アーカイヴにおける文献および図面資料の蒐梨、写

真綴影をおこなった。

まずはじめに、実際に訪れた大学と本研究の対象とし

て取り上げた大学は必ずしも一致していないことを断っ

ておかなければならない。これは蒐集された資料の検討

に基づき、実際に訪れたいくつかの大学を対象から除き、

また実際に訪れていない大学であってもその重要性によ

って後から対象に加えた結果である。対象のうち実際に

訪れていない大学は、コーネル大学、コロラド大学、デ

ニソン大学、 トリニティ ・カレッジである。しかし、こ

れらの大学に関しでも資料は揃っており、また本研究で

は主にマスタープランを倣っていることから、分析に支

障告はないものと判断し、これらの大学も対象に加えてい

る。

図面資料に関しては、主としてキャンパスの全体像を

示す建物配位図(マスタープラン)と烏鰍透視図の蒐集

をおこない、補足的に個別建物の図面や建築家によるス

ケッチ等を入手した。また、文献資料には、省籍、雑誌

記事、沓簡、設計競技の募集要項、建築家による設計趣

旨の説明等が含まれる。

蒐集された図面資料は資料編(図面~)としてまとめ

られている。これは大学ごとに、 1)マスタープラン(全

体配誼図)、 2)透視図(写真)、のl順に整理されている。

この資料編(図面集)は第2章の個別大学の形態分析の



一部を成すものであるが、他の誌での記述も返本的にこ

の資料編に収められた図面に2正づいている。

また、蒐集された図面をもとに、比較分析のための全

体配阻図を新たに{'!o成し、さらに形態的特徴をまとめた

分析表を大学ごとに作成した。この分析表は本編第2章

に収められている。

0-3-2分析/本編の梢成

本編では、図面および文献資料に基づく、キャンパス

の存在形式に関する分析をおこなう。本編は以下の 3つ

の章より成る。

l?ri キャンパスの成立 ー 制度と建築

2章アメリカ近代の大学空間一実例分析

3m モールとクォードラングル ー 建築の集合形式
第 l章では、制度と建築、すなわち、大学の制度的近

代化に述挑した空間的変革という観点から、キャンパス

の成立条件を明らかにし、その定義づけをおこなう。

第2:1吉では、キャンパス成立1羽にあたる19世紀末から

20世紀初頭の具体的な大学空間を対象に、個別的なキャ

ンパスの形成過程とその形態的特徴を観察する。

第3:t;tでは、アメリカ近代の大学空間の共通の特徴で

ある空間構成形式に注目し、建築の集合形式という観点

からその形態的特徴を類型的に整理し、この時期のキャ

ンパスの存夜形式を明らかにする。

本研究では基本的に、建築形態論的認識に基づいて対

叡の形態分析をおこなう。建築形態論研究における本研

究の特色は以下の二点に要約される。

第一に、従米の建築形態論研究が主として作家研究や

綴式研究の傾峨にその研究対象を見出してきたのに対し

て、本研究はヒ‘ルテ・イング ・タイプ研究の領域に研究対

象を見出す。

第二に、従来の建築形態論研究が主として作家や桜式

に基づく単体建物を研究対象としているのに対して、本

研究は建築群の集合を研究対象とする。

建築形態論は、具体的建築作品の形態分析を通じて作

品の解釈をおこなうと同時に、より実際的な建築設計に

おいて有効な造形理論的枠組みの構築を目的とする研究

であり、本研究においてもこの基本的前提のもとで対象

の分析をおこなう。
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0-[，研究の目的

本研究は、大学制度に固有な fキャンパス(campus)J

という空間タイプの定義つけをおこない、さらに建築形

態論的認識に基づいてその形態的特徴を明らかにするこ

とを目的とする。

われわれはしばしば大学制度に伴って形成される大学

空間、すなわち、大学の敷地およびそこに建つ建物や外

部空間の総体を指して「キャンパスJと呼ぶ。アメリカ

のプリンストン大学において最初に使用されたとされる

この言葉は、当初、この大学の建物(NassωHall)の前

に設けられた、棚によって閉まれた空地(fi eld)を指し

ていた。この言葉が現代的意味、すなわち大学空間の総

体を意味するようになるのは、 19世紀後半のアメリカに

おいてであった。

中世ヨーロァパにおける大学の発生以来、大学の建物

は都市の中で他の建物と混在して建っていることが一般

的であり、パリのカルチェ ・ラタンやイギリスのオック

スブリッジのように大学の建物がある区犠に集中し、大

学街や大学部市が形成されることはあっても、大学が固

有の広大な敷地を所有し、大学施設すべてをそこに収容

するようなことはほとんどなかった。したカ〈って、アメ

リカにおけるキャンパスの出現は大学空間の存在形式に

関する革新的な出来事であったと言える。今日では、キ

ャンパスは大学空間の存在形式のひとつの典型となって

おり、アメリカ以外の国でも、大学発祥地であるヨーロ

ッパでさえも、この形式は積極的に保周されている。

このようなアメリカ近代の産物である「キャンパス」

は、どのような背貨のもとで成立し、どのような過程を

経て形成されたのか。それはなぜアメリカという国にお

いて、またなぜ近代という時代に出現したのか。さらに、

それはどのような形態的特徴を備え、それはどのような

構成要紫と構成形式によって成立しているのか。

これらの問題意識のもと、本告ではまず制度とhl!築の

関係、すなわち大学の制度的近代化にiillmした空間的変
革という観点からキャンパスの成立条件を繰り、さらに

建築の集合形式という観点から、キャンパス成立期であ

るアメリカ近代の大学空間の形態的特徴を明らかにする。



0-2研究の対象

研究の対象は、キャンパス成立l切にあたる19世紀末か

ら20世紀初頭の時期にアメリカにおいて作成されたキャ

ンパスのマスタープランと実際に建設された大学空間で

ある。

19世紀後半から20世紀初頭の時期は、アメリカの大学

がその制度的近代化に直面した時期であり、それはその

組織的側面のみならず空間的側面にまで影響を及ぼして

いる。したがって、この時期は制度的にも、また空間的

にもアメリカ大学史におけるひとつの大きな変革期であ

ると位置つけられ、 『キャンパス」はこの変革の中から

生まれた大学空間の新たな存在形式であると言える。

ドイツのベルリン大学の創設にはじまるとされる近代

的大学の出現は、理念的にも、組織的にも、またその内

容においても近代という時代に相応しい大学の在り方を

鑓示し、大学という概念の近代的な意味つけをおこなっ

た。ドイツの影響のもと、アメリカにおいても19世紀初

頭から徐々に大学近代化がおこなわれ、それは19世紀中

頃から本絡化する。このような大学の制度的近代化に伴

って、アメリカ近代の大学空間はそれまでの伝統的な大

学空間とは明らかに異なる様相を呈するようになる。

制度的近代化に伴って変容した大学空間をいかに秩序

づけ、さらには近代という時代に相応しい大学空間をい

かにして創造するかが、この時期の段大の課題であり、

その過程にアメリカ近代の大学空間=キャンパスの存在

形式を絞索する様々な実験を見ることができる。キャン

パス成立期の特徴のひとつは、このような大学空間の変

容とそれを秩序つけるための綴々な実験がわずか半世紀

のあいだに集中的に、しかも限定された地獄ではなく、

アメリカ全土において同時多発的に起こっている点にあ

る。このような意味において、キャンパスとはまさしく

アメリカ近代の産物であると言うことができる。

ある特定のビルテ'イング ・タイプや空間タイプの本質

的特徴を理解するために、その成立i切に注目することは

ひとつの有効な方法である。本研究においても同様の方

法によって、すなわち、その成立期である19世紀末から

20世紀初頭のアメリカに注目することによって、大学制

度に固有なキャンパスという空間タイプの本質へと接近

することを試みる。
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0-3.研究の方法

研究のための資料は園内での文献調査、アメリカでの

文献調査および現地調査によって蒐集された。国内の調

査では大学建築に関する先行研究と当時のアメリカの建

築雑誌をもとに文献および図面資料のffiWをおこなった。
現地調査(1994年 l卜12月、 1995年 6-7月〕では30大学

を訪れ、大学図書館、建築学部図古館における文献蒐集、

大学アーカイヴにおける文献および図面資料の蒐集、写

良線影をおこなった。

図面資料に関しては、 主としてキャンパスの全体像を

示す建物配置図(マスタープラン)と烏隊透視図の蒐集

をおこない、補足的に個別建物の図面や建築家によるス

ケッチ等を入手した。また、文献資料には、筈籍、雑誌

記事、 m簡、設計競技の募集要項、建築家による設計趣
旨の説明等が含まれる。

蒐集された図面資料は資料集としてまとめられ、本研

究の記述は基本的にこの資料集に収められた図面に基つ

いている。また、蒐集された図面をもとに、比較分析の

ための全体配誼図を新たに作成し、さらに形態的特徴を

まとめた分析表を大学ごとに作成した。この分析表は第

2i;!に収められている。

本書は以下の 3つの章より成る。

第l'章キャンパスの成立制度と挫築

第2ll アメリカ近代の大学空間 怖かれた理想像

第3U モールとクォードラングル 辿築の集合形式

第 1:章では、制度と建築、すなわち、大学の制度的近

代化に連機した空間的変革という観点から、キャンパス

の成立条件を明らかにし、その定義づけをおこなう。

第2ilでは、キャンパス成立期にあたる19世紀末から

20世紀初頭の具体的な大学空間を対象に、個別的なキャ

ンパスの形成過程とその形態的特徴を観察する。

第 3~では、 アメリカ近代の大学空間lの共通の特徴で

ある空問機成形式に注目し、建築の集合形式という観点

からその形態的特徴を類型的に整理し、この時期のキャ

ンパスの存在形式を明らかにする。



第 1章

キャンパスの成立 / 制度と建築
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卜o.本意の内容/問題提起

キャンパス成立の量も重要な要因は大学の制度的近代

化である。それは大学が従来の教育機関としての機能と

ともに、新たに研究機関としての機能を担うようになっ

たことであり、それは既成の知識を学ぶ学校と、学問を

常に未解決なものとして級う大学との明確な区別であっ

た。ドイツのJJ3響のもと、アメリカでは19世紀初頭から

徐々に大学近代化がはじまる。大学の制度的近代化はそ

の空間的側面にも影響を与え、大学空間は急速に変容す

る。近代化によって大学の果たすべき機能は飛躍的に地

大し、それは大学空間の大規模化、複雑化、高密化を招

いている。このような大学空間の変容と周辺環境の都市

化の中で、 「キャンパスJという大学空間の新たな存在

形式が現れる。

以上のような認識に基づき、第 ll;fでは、大学の制度

的近代化にiili携した空間的変革という観点から「キャン

パス」の成立過程を観察し、その定義づけを試みる。具

体的には、値民地期以来のアメリカの伝統的な大学空間

との比較によって、大学近代化に伴う空間的特質の変化

に注目し、そこから「キャンパスJの成立条件を抽出す

る。

本章での議論の要点は以下のとおりである。

第ーに、 「キャンパスJ成立の最も重要な要因である

大学の制度的近代化に関して、その形成過程と制度的特

徴を鐙躍する。

第二に、アメリカにおいて制度的近代化が大学空間に

与えた影響およびその変容の綴態を伝統的大学空間との

比較に2正づいて考察する。
第三に、アメリカ近代の大学空間=rキャンパスJの

成立条件について考察し、さらにこの考察に基ついて、

『キャンパスJの定義づけをおこなう。
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l節 アメリカの近代的大学

1-1-[近代的大学

大学の近代化は一般にドイツのベルリン大学の設立

(1810年)にはじまるとされる。大学の近代化の特徴は、

大学が従来の教育機関としての機能とともに、新たに研

究機関としての機能を担うようになったことであり、そ

れは既成の知識を学ぶ学校と、学問を常に未解決のもの

として級う大学との明確な区別であった。さらにこの時

期は、シュライエルマへル(Sch1 e i ermacher)がその著書

『ドイツの大学論』で「さまざまな極類の知識があるば

かりでなく、知識体(学問J=wissenschaft)なるものが

ある・ IJと述べているように、諸学聞を有機的に統一す

る総合的機関としての大学の在り方が明確化された時期

である。

研究機関としての大学の在り方が段初に示されたのは

1694年に創立されたドイツのハレ大学においてである・20

17世紀は大学史における暗黒時代であり、宗派的対立と

政治的tJJ乱にまきこまれた大学は衰退への一途を辿って

いた。新しい思想や学問はむしろ大学の外で生まれ、そ

の担い手はアカデミーであった。それは共通の知的関心

をもっ学者や知識人の私的団体であったが、 16、17世紀

にはそれはひとつの流行となり、ハルカンを除〈全ヨー

ロッパの主要都市にこの砲のアカデミーが設けられるま

でに普及する・30

ハレ大学の設立に直後の彫轡を与えたのはドイツのリ

ッター ・アカデミー(騎士学院)であった・4。それは貨

族を対象にした教育機関であり、そこでは近代的な諸学

科、j91Jえばラテン語以外の語学、歴史、地理、数学、実

験諸科学から建築、絵画、音楽、さらには乗馬、フェン

シング、舞踏等、が教えられた。ハレ大学はこれら新し

いカリキュラムを積極的に大学に取り入れている・5。こ

のカリキュラムの刷新に加えて、より根本的に大学の近

代化を促した要因は、哲学の神学への主主腐からの解放で

あった。哲学の独立は、真理を篠究するための研究の自

由を促し、それによって旧来の宗派主義に結ひ'ついた公

認された教義や学説の単なる伝逮にかわって、理性に基

づく自由探究の精神が大学の新しい理念になる・60

ハレ大学の設立は、その後の大学の進むべき方向性を
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決定し、特にドイツにおいて旧来の教育機関としての大

学から、研究機能を備えた近代的大学への移行の端緒と

なる。 1737年に創立されたゲッチンゲン大学では、宗派

主義からの脱皮がほぼ達成され、それによってハレ大学

以上に自由傑究の精神が保証された・7。教授の自由、学

習の自由、研究発表の自由が認められ、研究と教育のー

体化が押し進められる。

このような過程を経て、 1810年10月、ベルリン大学が

創立される。ベルリン大学の創立flIl念はいわゆるフンボ

ルト (w.yon Humbo Idl)の理念・8として知られ、ドイツ

国内のみならず、各国の大学の近代化に影響を与えてい

る。この理念によると、大学とは、既成の知識の伝達を

目的とする学校とは異なり、学問を未だ解決されていな

い問題、すなわち絶えず探究されつつある対象として扱

う場であり、そこでは自主的、自w的な学問の追求がお
こなわれる。同時に、研究と教授と学習が統一されての

み、 nの学問的精神は喚起され、それは人絡の形成と国
家に有用な人間の形成へとつながる。さらに同時期にフ

ランスでおこなわれていた教育の中央集権化と、大学の

専門学校への解体・9を否定し、中世以来の伝統である学

者による組合自治的な大学の在り方と四学部制(神学、

法学、医学、哲学)を肯定しているo シュライエルマへ

ルの大学論は、ベルリン大学の創立にあたってその理念

を提供したものであると言われるが、そこで彼は学問の

有徴的統ーを説き、大学が連関のない務部分に分裂する

ことを否定している・100 このベルリン大学の創立によ

って、 「古い皮袋に新しい酒がもり入れられて、大学は

今や諸学問jを有綴的に統一する総合大学=ウニヴェルシ

タス ・リ テラルムとして再生した。 J.11 

フランスにおいても、 ドイツ問機の近代的大学の理念

の日IBi'を、 1791年のコンドルセの促~・ 12 に見ることが

できる。彼の教育計画の中で大学はリセとよばれ、それ

は数学 ・物理学、道徳学 ・政治学、応用科学、文学 ・芸

術の四部門からなっている。そこでは、諸専門学科がひ

とつの組織のなかで相互に接触し、促進しあわなければ

ならないという総合大学の理念が採用されている。彼は

教育の目的を「現制度の賛美名ーをつくることではなく、

制度を批判し改善する能力を養うことであるJと述べ、

さらに「思想の自由、教綬の自由を侵す権力は、人間の

本位に由来する諸権利を侵害するものであるJと、学問



と教育の自由を強調している。しかし、この鑓案は実現

されず、フランスは教育の中央集権主義、国家統制主義、

専門学校主義へと向かう。 ・13

特にドイツにおいて形成された近代的大学という概念

は、学問の自由、教育と研究の一体化、総合大学の理念

によって支えられ、これらの理念のもとで客観的で厳密

な基礎的、理論的な科学研究がおこなわれ、講義、ゼミ

ナール、実験等の教授法が確立される。また、学位制度

も整備され哲学問士(Ph.D. )の学位が設けられた。こう

して19世紀後半にはドイツの大学は膨張と繁栄の時期を

迎える。学生数は急激に埼加し、新たな講座や研究所の

設立が相次いだ。 ドイツの大学の発展と繁栄は国内のみ

ならず世界の注目を集めるまでになる。 r19世紀のドイ

ツ大学はその学問(Wissenschafl)をもって世界に冠たる

ものがあった。 J・，. ドイツの大学にイギリス、フラン

スをはじめ世界各国から研究者や学生が集まるようにな

る。その中で必も留学生数が多かったのはアメリカであ

っfこ。



1-1-2.アメリカの大学近代化

アメリカの大学の歴史は大きく以下の 4つの時期に区

分することができる・ 10

1)績民地WJカレッジ 1636年~1775年

2)国家統一期カレッジ 1776年~1860年

3)大学の発展 ・鉱張期 1861年~1918年

4)大学の大衆化の時期 1919年~

ここではこの歴史区分にしたがって、第二次世界大戦ま

でのアメリカの大学の近代化の歴史を概観する。

アメリカの大学の歴史は一般に1636年のハーバード ・

カレッジ(HarvardCollege)の創設を出発点とし、イギ

リスの伝統的カレッジがそのモデルとなっている・ 2。植

民地期には15のカレッジが創設されるがそれらはいずれ

も宗派によって設立された私立のカレッヅであり、その

目的は高い教養をもった牧師の育成と学識と教養ある紳

士の育成にあった・3。教育内容はいわゆる三学四科

(seven I i beral arts)であり、その組織はイギリスの伝

統にならって学聖書制を係周した。すなわち、植民地均]の

アメリカの大学は、 「学虫干的な生活様式J(t h e 

cOllegiate way of life)と『初代わり J(i n 10 co 

parentis)というふたつの言議に象徴されるように、教

師と学生が知的、道徳的な共同生活をし、教師が親代わ

りになって学生を訓育する場であった。

アメリカの大学史の第二期は1776年の独立革命ととも

にはじまる。イギリスからの独立により植民地政府に代

わって州政府が大学の設也認可と民督の責任をもつこと

となり、それは州立大学設立の2正銀となるとともに、ア

メリカの教育制度の特徴である地方分権制の伝統として

綬づくことになる。またこの時期、すでに大学の近代化

の萌芽が認められる。宗派的大学からの脱皮と近代的カ

リキュラムへの移行である。この点で、州立の総合大学

の設立を目惜して、 1819年にトマス ・ジェファーソン

(Thomas Jefferson)によって創立されたヴァージニア大

学(UniverSityof Virginia)は先駆的であった。この大

学は以下の 3つの特徴によって、最初の真の州立大学と

位置つけられる・40 第一にカリキュラムの近代化と教科

選択の自由、第二に徹底した公共事業であること、第三

に世俗的で非宗教的であること。

この時JQJにはまた、1846年のイエール大学シェフィー



ルド科学校(ScheffieldScienli fic School)や1847年の

ハーハード大学ローレンス科学校(LawrenceScienlific 

School)の設立に象徴されるように、 ドイツの「学問

(wi ssenschafl) Jの訳語である『科学 (sci ence) Jがア

メリカの大学へと導入されはじめている吋。さらに、女

子大学の開設や男女共学化、 ~g人教育の試み、師範学校

や陸軍士宮学校、海軍兵学校、軍事アカデミーの創設等、

教育の機会均等化と高等教育機関の多様化への兆候を見

ることカfできる・ 60

これら大学近代化への日IEifとともに、 ドイツの近代的

大学の直接的な彫響も現れる。 1819年にドイツのゲッチ

ンゲン大学に留学したジョ-/・ティクナー(George

Tickner)は帰国後、ハーハード大学の改革に着手してい

る・ 7。また、 1851年にミシガン大学の学長となったタッ

パン(11.P. Tappan)は、ベルリン大学への留学経験をもと

にアメリカの高等教育を批判し、伝統的カレッジの教育

はヨーロッパの中等教育以下て‘あると院言干している。彼

はドイツでの経験に基っき、ミシガン大学において研究、

論文、試験に基礎を置く取得学位としての修士号を設け

ている・80

1861年にはじまった南北獄争後、アメリカの大学近代

化は本格化する(第三期)。近代化の第一の特徴は従来

のリベラル ・アーツ(Iiberalarls)に対して実用的学問

(praclical arls)が大学に導入されたことである。ドイ

ツでは学r:ljとは大学に内発的なものであったのに対して、

アメリカでは内発的な学問とともに、社会の要諦による

外発的、笑問ぴJな学問が積極的に大学に取り入れられる。

先述のイエール大学やハーバード大学の科学校も、コネ

チカット州の口業やマサチューセッツ州の新興工業を背

景に設立されたものであったが、アメリカの大学のこの

傾向を決定的にしたのは、 1862年の国有地交付法(lhe

Land Granl ACl)、いわゆるモリル法(lheMorrill

Acl)による、 J::l業と工学に重点を白く国有地交付大学

(Land Gran l Co 11 ege)の設立であった・90

連邦政府が各州に土地を与え、その一部は大学の敷地

として使用され、残りの土地は役資されて、その利子に

よって大学の辺営貨が賄われるというこのシステムによ

って、カリフォルニアやイリノイ、テキサス等の大学が

創立される。また、ウィスコンシン州やノース ・カロラ

イナ州では既存のカレッジに土地が与えられ、ユニヴァ



ーシティに昇絡された。マサチューセッツ州では1861年

に創立されたマサチューセッツ工科大学が援助を受け、

ニューヨーク州ではこの土地と私的基金を合わせてコー

ネル大学が創立されている。これら土地付与大学の設立

はまた、大学のアメリカ全土への鉱散を促した・ 10。

大学近代化の第二の特徴は、カリキュラムの近代化と

講義選択制の導入である。カリキュラムの改編はすでに

ヴァージニア大学で試みられていたが、それがこの時期

に本絡化する。特にチャールズ ・エリオット(CharlesW. 

El iot)によるハーバード大学での改革は、大学の存在自

体を問う諸々の議論のダイナミズムを誘発する・"。講

義の選択制度については、 4積類のシステムがこの時期

に発達する。それらは、講義全体を選択制にするもの、

カリキュラムの半分を選択制に、残りを必修にするもの、

第三学年である学問分野を主専攻とし、他を復専攻とす

るもの、グループ方式により科学、哲学、歴史といった

ある広いグループにカリキュラムを再編成するものの 4

種類である・12。

第三の特徴は、大学院の設鐙あるいは大学院大学の創

設である。アメリカ大学史では一般に、 1846年のイエー

ル大学のシェフィールド科学校を段初の大学院と位世づ

けているが、それは既成のリベラル ・アーツ ・カレッジ

と並行して設けられたパラレル ・コース(parallel

course)であった。それに対してこの時期はイギリス的

な伝統的カレッジの上に、 ドイツ的な研究中心の組織=

大学院を設けている点に特徴があり、 「これこそアメリ

カの誇る独自のモデル・" Jとなった。

また、 ドイツの大学の彫轡による研究中心主義は学部

をもたない大学院大学の山現を促した。 1876年にはジョ

ンズ ・ホプキンス大学(JohnslIopkins University)が大

学院大学の附恕を打ち出し、 1888年のクラーク大学

(Clark Uni vcrsi ty)がそれに続いた。これらは結局、学

部を併設することになるが、教育線開であると同時に研

究機関であるという近代的大学の在り方がこの時期に若

実に定着していった。また、学位制度も整備され、 1861

年にはイエール大学で辰初の哲学博士(Ph.D. )が佼与さ
れている・ 140

近代化の第四の特徴は、高等教育に関するアメリカ国

有のふたつの理念が現れたことである。ひとつは「コー

ネル ・プラン(theCornell Plan)Jとして知られる「万



能カリキュラム(allpurpose curriculum)Jの理念であ

り、他は「ウィスコンシンの理念(WisconsinIdea)Jと

祢される、公共奉仕の理念である。前者は先述した外発

的学問、すなわち実用的学問の大学への導入の延長線上

にある理念であり、社会の要請によってあらゆる種類の

ものが学問として大学で教えられ、それらは学問的に同

等でなければならない・けという理念である。これはカ

リキュラムの多様化を推進することになる。後者は、大

学が地主主社会の諮要求に誠実に奉仕する・16 という理念

であり、大学の講座を地域住民に開放する鉱張講座や通

信教育の創設をもたらした。

以上のように、この時期までにアメリカの大学の在り

方として考えられる方向性はほぼ出揃っている。そして

これらすべての方向性をひとつの大学の中に取り込んだ

大学が現れる。 1892年にロックフエラーによって創立さ

れたゾカゴ大学(UniversilYor Chivago)である。初代

学長ハーパー(W.R. Harper)の機想のもと、シカゴ大学は

カレッジ教育、大学院教育、専門職業教育、地域社会へ

のサービス活動、大学出版部による出版活動など、あら

ゆる活動を含んだ厳初の総合的大学であった・ 11。

第一次世界大戦後のアメリカ大学史の第四期は、大学

の理念に関する論争を@じて、それまでに試みられた新

しい大学の在り方の可能性が検証され、アメリカ的な大

学のモデルが確立された時期である。すなわち、近代化

によって位進された大学の研究中心主義への移行と社会

への紡極的貢献の強調が、本来の大学の在り方を歪めて

いると批判されはじめる。アメリカ文明の物質主義的、

綴械主義的傾向に対する批判は、大学が一方で論文生産

主義に陥り、他方で商業化され、職業訓練の場となって

いることへの批判へとつながり、良型!の自由係究の場、

諸学を統合する場としての大学の在り方を再考する機会

をもたらした。それらは教育と研究、教養教育と専門教

育、エリート主義と大衆化の対立というかたちで議論さ

れる。

この時期にまず現れるのが、研究中心主義に対する批

判である。研究自体は、 「人間の精神を指さぶり、既成

の観念に対する純粋に批判的態度を目覚めさせる・l'J 

ものとして肯定されるが、研究中心主義や論文生産主義

は、研究テーマや研究領主主の細分化、断片化、特殊化を

促し、それは知的バランスの欠如をもたらし、知的犯握



力を妨げることになると批判される。 rいまや知識は断

片化し、興味は細分化し、学問は非人間化され、知識の

全体性は破媛され、学問は視野の狭いものとなった。大

学院がすでにそうなってしまったのだ。 J・19

また、専門的、職業的教育に対する批判も現れる。大

学本来の任務はあらゆる信条から独立した真J1Ilの探究に

あり、実用的、職業的教育は大学の任務ではないという

批判である・ 200 しかし、この批判は、真理というもの

は固定的な原理のもとで傑究されるものではなく、むし

ろ絶えず現実の経験と接触することによって再発見ある

いは再構成されるものであるという指摘によって、 i差に

批判される・ 21 。

これらの批判と同時にこの時期には、伝統的な教養教

育の再評価がおこなわれている。一方で自分自身を統制

でき、自分自身で判断のできる自由をもった人間を育成

し、他方で偏狭主義を克服し、普遍的で客観的な価値観

をもっ自由人を形成することを目的とした、従来の全人

教育としての位誼づけに加えて、専門化、特殊化、細分

化した諸学部を結ぶ基礎となり、諸学を統合する大学の

有機的統ーを保証するという走行しい役割を、教養教育が

担うようになる・ 220 また、この教養教育を現代的観点

から再編した一般教養教育(generaleducalion)の制度

がこの時期に確立される。一般教養教育は1920年代から

30年代にかけて各大学ではじめられたが、その内容は大

学により流動的であった・230 さらに、この時期にはす

でに学生数の急別による教育のマス教育化と、大学にお

ける個人の非人絡化が進み、教師と学生の共同体という

大学の伝統的性絡が薄れ始めていた。この大学の共同体

的性質を継承するための組織的改編が1920年代頃からお

こなわれている(renaissanceof collegiale ideal)。

それは知的 ・社会的価値観を共有する教師と学生の親密

な関係を実現するために、学生の組織をコミュニケーシ

ョン可能な適当な規般の教育単位に分割廿ーるというもの

であった。マイケルジョン(AlexanderMeikcljOhn)によ

るウィスコンゾン大学の「エクスペリメンタル ・カレッ

ソ(experimenlalcollcgc)Jやハーバードのわ、ウス・

システム(houseSys le田)J、イエールの「カレッジ ・ン

ステム(collegesyslem)J がその例であり、これらはイ

ギリスの伝統的なカレッジをモデルとしている・ 240

ともあれ、制度に関する綴々な実験と理念に関する論
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争を通じて、ここにアメリカ独自の大学モデルか確立さ

れる。それは近代社会の多織な価値観やニース'を反映し

た20世紀的な大学モデルであり、またそれはイギリスや

ドイツの大学モデルを移入し、それらをアメリカという

文脈に適合するよう変形し、さらにそこにアメリカ独自

のシステムを加えて、それらを複合した大学制度のアメ

リカ ・モデルであった・日。



ト1-3.アメリカ ・モデル

このようにヨーロッパ中世、直接的にはイギリスのモ

デルを継承して発生したアメリカの大学制度は、植民地

期以来の試行錯誤と19世紀ドイツの近代的大学のモデル

の影響を経て、 20世紀初頭にはアメリカ ・モデルと称す

べき大学制度を確立する。それは理念的には、

1)学問の自由

2)教育と研究の統合

3)学問の有機的統一

というドイツ的理念を踏製し、さらにそこにアメリカ的

解釈による変形を加えたものであった。

学問の自由については、例えばコーネル的な「万能カ

リキュラムJの理念に示されるような自由な鉱大解釈が

おこなわれている。また、学問の自由の重要な構成要素

である大学自治については、実際は財政的に国家依存型

・1であったドイツの大学と比較すると、自由主義的民主

主義のもとで教育の地方分権制が早い時期に確立され、

大学制度自体が『非制度的な制度・ 2Jであったアメリカ

のほうがその定着が容易であった。

教育と研究の統合については、アメリカは独自の大学

院制度の碕ー立し、また、学問の有機的統ーについては、

ドイツではその基礎を哲学部に超いているのに対して、

アメリカでは教養学部(Iiberalarls college)に置いて

いる点が特徴的である。歴史的には哲学部の前身は教養

学部であったことを考えると・3、両者は同等であるが、

19世紀後半になると哲学部は新神科学と自然科学の分野

に分裂し、それによってドイツでは総合大学=ウニヴェ

ルシタス ・リテラルムの理念の基礎が矯らいでいる・4。

一方、教委学部を維持し、それに専門的教育と研究を担

う組織を併殺したアメリカの制度は、総合大学の理念の

実現に対してより現実的であり、時代の変化に対する適

応性をもっていたと言える。

これらの理念のもと、アメリカ ・モデルでは大学の果

たすべき機能を以下のように定めている。

1)教育

2)研究

3)公共奉仕

これはドイツ・モデルにアメリカ独自の公共奉仕の機能

を加えている点、に特徴がある。また、これらの理念や機
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能のもとで、アメリカ・モデルは組織的には以下のよう

な構成要素から成る。

1 )教養学部

2)専門的 ・職業教育的学部

3)大学院

4)公共奉仕部門

さらに第二次大戦後、これに大衆教育を目的とした二年

制カレッジ(colllDuni ty co 11 ege)が加わる・5。実際には、

例えばシカゴ大学のように、これらの:'tl!~転をすべて含ん

だ大学から、教養学部だけしか持たないリベラル ・アー

ツ・カレッヅまで、その組織的構成は各々の大学の目的

によって多額多様であり、その制度的柔軟性と多様性が

アメリカ ・モデルのひとつの特徴となっている。

このようなアメリカ ・モデルと呼ぶべき大学制度の形

成を促した要因について、金子忠史はっさのように述べ

ている。

fアメリカの教育制度は、他民地時代から、移住民族

の波状的な流入期にあって、異質な伝統や文化や生活

綴式や言語をもった多種多様な民族を国民的に帰化す

ること、すなわち、アメリカ化(Amcri can i za t i on)と

いう歴史的に大規伎な、文化的な同化という機能を果

たしてきた。 ・・・ この過程のなかで、アメリカ人が

民主主義の伝統に求めた二つの理想、自由と平等を、

教育にも求めたのであった。 j ・6

すなわち、ジェファーソン的な・7自由主義的な競守'原I)fl

に基ーづく民主主義と、ジャクソン的な・8平等主義的な機

会均等の原理に基づく民主主義というふたつの理想のも

とで、ふたつの教育思想が生まれ、それらの競合と協調

の中でアメリカの大学制度が形成される。能力主義や卓

越性に重点を自立〈教育思:1I!は、研究中心主義に基づく大

学院の創設や、大学組織の多械化を促し、機会均等に重

点を置く教育思想は、学生の視野を広め、世話知と偏見と

偏狭から学生を角手段することを目的とした教養教育の継

承や、モリル法による土地付与大学の設立、コミュニテ

ィ・カレッジの創設を促している。

この自由と平等というふたつの思想!のもとで生まれた

多綴な教育思想に、より現笑的視点から実体が与えられ、

それらが合磁的にlJl合されることによって、制度的柔軟

性をもったアメリカ的な大学制度、すなわち20世紀の大

学モデルが形成されたのである。
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2節大学空間の変容

ト2-1.アメリカの伝統的大学空間

前節では他民地i切から近代へと至る、アメリカの大学

制度の近代化の過程を概観し、その特徴の整理をおこな

った。それでは、この近代化は大学空間にどのような彫

響を与えたのか。この問題を明らかにするために、ここ

ではまず、植民地均jから19世紀後半までの伝統的なアメ

リカの大学空間形成の過程を概観し、その特徴を監理す

る・o

ヨーロッパの大学と比較廿ると、アメリカの大学空間

は広々としており、開放的である。この空間の広大さと

開放性はアメリカの大学空間の大きな特質である。中世

ヨーロッパでは大学は都市において発生した。しかし、

『タウンとガウン(townVS. gown) Jという言築が示す

ように、大学に属する教師や学生はその都市の住民にと

って部外者であった。 r遍歴学徒Jとし、う言葉が象徴す

るように、学生逮は名声ある教師を求めてヨーロ yパ各

地を転々とし、教師もまたより条件のよい大学へと移動

した。さらには、大学自体がより涜境のよい都市へと移

動することもしばしばであった。このように都市におい

て発生したヨーロッパの大学空間は基本的にコンパクト

なものであり、また外界に対して閉鎖的であった。

それに対してアメリカでは、ヨーロッパからの移住後

すぐに大学が設立されたこと、その目的は地減住民の教

育であったこと、イギリスのようにふたつの地域に大学

が集中するのではなく、植民地各地に大学が分散的に設

立されたこと、多くの場合、都市ではなく凹舎に大学が

置かれたこと等の浬由によって、大学空間が広々とした、

開放的(spaciousand open)なものとなっている。これ

はアメ リカの大学において変わらず保持されている空間

的特質である。この空間的特質を踏まえた上で以下、ア

メリカの大学空間の発展の歴史を概観してゆく。

既に述べたように、組民地期の大学空間の第一の特徴

は、その地理的な拡散性と非都市偏向である・2。これら

は布教活動や世俗からの隔総といった宗派的理由による

ところが大きいが、この特徴は地峻的多綴性や「自然の

なかのカレッン(collegein nature) Jという空間的イ

メージの形成に寄与している。地酒!的拡散性はイギリス
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の大学の地理的集中性と対比的であり、非都市指向はヨ

ーロッパ全般の大学の都市指向と対比的であるけ。建築

的には、この時期の大学はそれほど多くの建物を必要と

せず、基本的には単体の建物で十分であった。そこでは、

「学祭的な生活桜式(lhecollegiale way of life)Jと

「親代わり(inloco parrenlis) Jの原則のもと、 「ひ

とつ屋根の下」にカレッジ機能の大部分が収容され、学

生と教師が知的共同生活をおこなっていた。したがって、

この時期のカレッジの建物は植民地で最も大きな建物の

ひとつであった・ 40

l8世紀初頭になると、イギリスのクォードラングルの

影響が見られる。ハーバードでこの形式が採用されてい

るが、それはイギリスの連続した建物による閉鎖的クォ

ードラングル(enclosedquadrangle)ではなく、独立し

た 3つの建物によって中庭を囲み、一面が開放された三

側面型のクォードラングル(lhree-si ded quadrang 1 e)で

あった・ 50 また18世紀中ごろには、プリンストンのナッ

ソウ ・ホール(NassauHall)の前面に棚で阻まれたオー

プン・スペースが形成され、 「キャンパス(campus)Jと

呼ばれている・ 6。一般にこれがアメリカの大学空間にお

けるこの言葉の巌初の使用であると考えられている。そ

こで形成されたものはクォードラングルではないが、し

かしそこには建物とそれによって規定されるオープン ・

スペースを一体的に形成するという手法の萌芽を見るこ

とができる・70

独立戦争後、大学は急相するが、ここでもまたアメリ

カのHl土拡大に伴う大学の地理的鉱倣の傾向を見ること
ができる・8。この時期に創設された大学はやはり宗派的

大学が大半であり、その多くは田舎に飽かれている。 19

世紀になると、伝統的大学に対する批判が現れ、その批

判の矛先の一部は学生を教師の完全な統制下に置く学寮

的生活綴式へと向けられた。そして、大学を田舎に設け

ることはこのような生活綴式を助長するため、大学は都

市に設けられるべきだと主張され、学r.-f不要論が唱えら

れる・ 9。しかし、教師と学生の共同生活の伝統は根強く、

大学の非都市街向と大学空間の主要な術成要素である学

察の地位は大勢として揺らぐことはなかった・100

建築的には、当時の教育への関心の高まりに伴う学生

数の増加によって、大学機能を従来の単体建物で賄うこ

とが困幾になってくる。この問題への対応として、建物

図12-1-alハーパード大学 1720年頃

初聞のク.-ドラングルの倒
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の大規模化、建物数の地加という二種類の方法がとられ

ている。前者は、特に新設大学に見られる方法であり、

伝統的な「ひとつ屋椴の下Jでの学寮的生活を箔向する

ものであった。しかし、例えば当時のグリーク・リヴァ

イバルの影轡を受けて、家庭的雰囲気よりもむしろモニ

ュメンタリティへと向かう大学も現れている・110

後者は既存大学に多く見られる方法であり、それら複

数の建物群の配置形式に関していくつかの類型を見いだ

すことができる。 ひとつは、自然発生的に建物を分散配

置する方法であり、田舎の広大な敷地がそれを可能にし

ている。この配誼形式は植民地lJ)]にも見られた『自然の

中の大学(collegein nature) Jのイメージを踏襲する

ものである。ふたつめは、建物を直線状に並べる配置形

式であり、 18世紀後半から19世紀初頭にかけて漸次的に

形成されたイエール大学の建物群(YaleRow)がその典型

例である。イエールのこの形式は他大学にも少なからず

影響を与えている・ 120 また、オープン ・スペースを図

むように建物を配置する形式も用いられている。植民地

期にも見られるこの形式は、先述したように、基本的に

はイギリスのクォードラングルを踏襲したものであるが、

空間の開欣性やオープン ・スペースを囲む建物の独立性

の点でイギリスのものとは契なっている・130

さらに、この形式に去づきながらも、従来のイギリス

のクォードラングルとは明らかに奥なる配置形式が、 3 

つの州立大学でtt用されている。その形式とは、オープ
ン・スペースを包囲するのではなく、方向性をもった細

長いオープン ・スペースの両側で向かい合うように建物

を線状に並べる配誼形式である。まず、 1800年頃にノー

ス・カロライナ大学(Univcrsityof North Carolina)の

配包計画でこの形式が用いられている。この計画では、

中央のオープン ・スペースは「グランド ・アヴェニュー

(Grand Avcnuc) Jと名付けられ、それに沿って建物が漸

次的に建設されることになっていたようである・140 続

いて、 1801年に創立されたサウス ・カロライナ ・カレッ

ツ(SouthCarolina College)で、この形式が係周されて

いる。 rホースシュー(lhehorseshoe) Jと呼ばれたこ

の配也形式に従って、 1840年代までに11の建物が建設さ

れている。

この配置形式を漸次的にではなく、計画的に一括して

採用したのが、 1817年に創立されたヴァージニア大学で

国1.2.1dlウエスト ミンスター カレッジ

1850年明、建物町大量慣化町間

OtdBrick Row 

図1.21.Uサウス カロヲイナ カレッジ

18iQ年頃、モール車式を採用した初期の倒



ある。緩やかに傾斜したオープン ・スペース(Lawn)に沿

って、その両側に教授の居室と講義室から成る10の建物

(Pavillion)とそれらを繋ぐように配された学生の居室

群が並び、個々のパヴィリオンには個別の表情が与えら

れている。また、ローンの勅線の一端に焦点として置か

れたドームを戴いた図書館(Rotunda)と、ローンを囲む

コロネードによって全体が統合されている。

これはトマス ・ジェファーソン(ThomasJefferson)の

設計・けによるものであるが、このように19世紀初頭か

ら大学の建物の設計とその配誼計画が建築家の手に委ね

られるようになる。さらにこの時期に、単に建物を設計

し、それを配置するだけではなく、将来の拡張を見据え

たうえで大学の敷地全体を総合的に設計するマスター ・

プラン(masterplan)の綴念が受場している。f9lJえば、

1812年にハーバード大学は複数の建物の設計をボストン

の建築家、プルフインチ(Char1 es Bu 1 f i nch)に依頼して

いるが、そこで大学の委員会はブルフインチに対して建

物の形態のみならず敷地をも決定すること、さらに設計

は『将来建てられるべき建物も含んだものとすることJ

を妥求している・160 このような状況のもと、ラトロー

プ(B.11. La trobe)やラミー(J.J. Ramee)、デイヴィス(A.

J.Davis)、レンウィック (J.Renwick)、アップジョン

(R. Upjohn)、ウォルター(T.U. Wal ter)といった建築家逮

が縁々な大学の設計に燐わっている・11 。

伝統的なカレッジに加えて、 19世紀中頃から科学校や

c!l業大学、師範学校、女子大学、陸軍士宮学校といった

新しいタイプの大学の建設がおこなわれている。例えば、

デイヴィスは 18~9年頃にニューヨーク ・ アグリカルチュ

ラル ・カレッソ(NewYork Agricultural College)のふ

たつの建物を、またレンウィックは1860年頃に女子大学

であるヴァッサー ・カレッジ(VassarCo I1 egc)の建物を

設計している。しかし、これら専門的大学でもまだその

教育内容が施設に彫轡を及ぼすほどは特殊化されておら

ず、その建物や配置形式は従来のものとあまり変わって

いなし、。むしろ、大学空間の精成形式に新しい傾向が現

れるのは、モリル法制定による土地付与大学においてで

あった。

南北戦争中の1862年に制定されたモリル法によって各

州に農業や工学に重点を誼く土地付与大学が続々とアメ

リカ各地に創設された。この土地付与大学の空間形成に

図12.1gノヴァージニア大学 1830年頃
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積極的に関わったのが、オルムステッド(FrederickLaw 

o Ims ted)であった。 1864年、彼はまず、私立のカリフ
ォルニア大学(Collegeof California >")の新しいキ

ャンパスの仕事を依頼されている。大学が孤立化してし

まう田舎や、環境的に望ましくない都市部ではなく、郊

外にこそ大学は置かれるべきだと考えていた彼にとって、

サンフランシスコ郊外のハークレー(Bcrke1 ey)は理想的

な敷地であった。ここで彼は、大学がその周囲のコミュ

ニティと融合し、その一部となるような鑓案をおこなっ

ている・190 曲がりくねった道路や学生と周囲の住人が

共同利用できる公園によって大学と周聞の住宅地の境界

が緩やかに定められ、大学の建物は中央に設けられた長

方形のオープン ・スペースの京総に非対祢に置かれてい

る。さらに伝統的な学寮は否定され、周囲の住宅の規伎

に対応した、 20人から40人規悦の小さな居住施設が敷地

内に分散配置されている(thccottage system)。これは

先述した、自然発生的に建物を分散百日目する形式である

が、その計画規伎と周囲の住宅地を含んだコミュニティ

的性絡を強調している点に彼の独自性がある。彼はこの

提案についてつぎのように述べている。

「私は形式的で完全にシンメトリカルな配鑑よりも、

ピクチュアレスクな配置の鋲周を提案します。それは

以下のふたつの理由によります。このような配置は、

芸術的にも近隣住宅地にとって望ましい一般的性質と

よりよく調和しますし、また迎物の全体配自の拡競や

修正も許容します。 J・20

オルムステッドの促案は結局笑現されなかったが、その

配筒形式(park-likeplan)は、その後、大学空間の設計

手法ーとして彼自身が関わった土地付与大学・21 はもちろ

ん、それ以外の大学でもしばしば採用され、この時期の

流行にまでなっている。伊lえば、プリンストンのように、

既存建物はそのままで、外部空間のみをピクチュアレス

クなデザインへと変更する大学も現れている・22。しか

し、彼の促案した「コテージ ・システム」が係周される

ことは続であった。新設の土地付与大学ではむしろ公図

的な外部空間に比較的大きな、ランドマーク的な建物

(Old Main)を建てる例が多く見られる・23 。

これまで見てきたように、アメリカの大学空間は植民

地期の単体建物からはじまって、徐々に大規模化し、そ

れに対応するいくつかの空間締成形式を発展させてきた。

図12.J.j1カレッジオプカリ 7*ルニア

マスタープラン 1866年.Olmstedによる

park tike plan' + 'landmark 



これらの空間総成形式は大きく、 「敷地/建物」という

関係の中で個々の建物を敷地内にノfヴィリオン的に配す

る形式(Pavillion¥ype)と、 「敷地/オープン ・スペー

ス/建物Jという関係の中で複数の建物がオープン ・ス

ペースを囲む形式(EnclosedOpcn Space ¥ype)に分類さ

れる。さらに前者は

1)大規後な車体建物 (Landmark ¥ype) 

2)建物が線状に並べられたもの (Row¥ype) 

3)建物が分散配置されたもの (Park ¥ype) 

に分類され、後者は

4)集中型のもの (Quadrangle ¥ype) 

5)勅型のもの (Mall ¥ype) 

に分領される。また、これらの大学空間の共通の特質と

して、

1)空間の開放性

2)領峻の不明瞭位

3)個々の建物の独立性

4)自然発生的な空間形成

を挙げることができる。これらの空間的特質は植民地期

以来、変わらず保持されてきたアメリカの大学空間の伝

統的特質である。

それでは、アメリカの伝統的大学空間は、19世紀後半

に急速に進んだ大学近代化とそれに伴う組織的側面の変

化によって、どのような影響を受け、どのように変化し

たのだろうか。伝統的な大学空間は、それを構成する建

物の数もそれほど多くなく、 機能的にもそれほど複雑で

はなかった。また、大学周辺の敷地!環績も比較的良好な

ものであった。大学近代化によってそれらの状況が一変

する。建物の数は急速に地加し、峨々な積類の施設が必

要とされ、また大学周辺の都市化が進む。このような状

況の中で大学空間はそれまでのw滋的綴相(academical
v i 11切りから都市的綴相(ci¥yof learning)へと変観し

てゆく ・"。
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1-2-2.大学空間の変容

近代的大学は、理念的には学問の自由、教育と研究の

統合、学問の有機的統ーという 3つの柱に支えられてい

る。この理念のもとで大学の果たすべき役割として教育、

研究、公共奉仕の 3つの機能が明確化され、また教養学

部、専門的・職業訓練的学部、大学院、公共奉仕部門と

いう組織の整備がおこなわれた。伝統的カレッジと比較

すると、その機能は拡張され、その組織は複雑なものと

なっている。さらに教育の機会均等化と大衆化に伴う学

生数の地加によって、近代的大学は伝統的カレッジに比

べてかなり大規模なものとなっている。

大学の制度的近代化とその組織的側面の変化は、当然、

その空間的側面にも影響を及ぼしている。近代的大学は、

より多くの、より多稼な施設を必要とし、それは大学空

間の大規模化、複雑化、高密化を招いている。ターナー

(Paul Venable Turner)はこのような状況について以下

のように述べている。

「この大規偵で複雑な組織をあらわす新しいイメージ

あるいはメタファーが現れた。伝統的カレッヅを「集

洛(village)Jとするならば、新しい大学は「都市

(ci ty) Jである。シティ ・オプ ・ラーニング(City of 

Learning)やカレジエイト・シティ (Collegiate

Ci ty)といった言葉が一般化し、それが大学の建築形

態に日3轡を与えはじめた・ o J 

新しいイズムはしばしば古いものや伝統的なものを否

定し、排除する傾向をもっ。ドイツから移値された研究

中心主義は時として、伝統的カレッジの在り方を否定し、

それを排除するような先鋭的意見をもたらした。カレッ

ジ的生活の象徴である学祭は不要とされ、またドイツの

大学の綴能的、実用的な研究室の影轡によって、大学建

築に対する機能主義的態度が強調される・ 20 ジョンズ・

ホプキンス大学の学長ギルマン(D.C. G i lman)はつぎのよ

うに述べている。

「大学は建築家などに金をつぎ込むべきではなく、新

しい起!物が必要になった時はただ正直なレンガ積み職

人(anhonest brick-Iayer)を雇うべきだ・J0 J 

しかし、このような反カレッジ主義 (an t i -

co 11 eg i an i sm)は大勢とはならず、カレッジ的な施設と

研究のための新しい施設が複合される方向で、近代的な



大学空間の在り方が模索されてゆく。ブルーム(Allan

B 100皿)はシカゴ大学の建物について次のように述べて

いる。

r15蔵のある日、シカゴ大学をはじめて訪れたわたし

は、なにか自分の人生を発見したような感じがした。

・・それは、必要性や有効性とは奥なる、明らかに

もっと高貨な目的のために鯵げられた辿物であって、

-・それらゴシック建築は、 学問のi菖を指し示して

おり、その道は偉人の集う場へと通じていた・・0 J 

この時期の大学空間変容の第一の特徴は、学生数およ

び施設の地加に伴う大学空間の大規鋭化と高密化である。

教育の機会均等化や大衆化等の理由により、O1Jえば、カ

リフォルニア大学バークレー校は1873年に 200人弱であ

った学生数が、ほほ四半世紀後の1900年にはその10倍の

2000人にまで急増している吋。あるいは、コロラド大学

は1917年に入学定員を1200人からその倍以上の3000人に

増員している吋。このような学生数の地加に加えて、学

生居住の原則、カリキュラムの多綴化、様々な専門教育

の導入、大学院の設置、公共奉仕理念の確立等によって、

それらを収容するための多綾な施設が急地し、大学空間

は急速に大規鋭化し、高官E化する。ある大学は周辺敷地
を徐々に買収することによって敷地の鉱践をおこない、

またある大学はより広大な敷地へと移転している・ 7。例

えば、コロンビア大学は1897年に従来の10倍の広さの敷

地へと移転している・8。

第二の特徴は、大学機能およびカリキュラムの多械化

に伴う大学空間の複錐化である。伝統的な大学空間の構

成要素は、チャペル、小規伎な図古館、講義室、ダイニ

ング ・スペース、 ドミトリーといったものであり、その

規鋭によっては単体の建物に収容することができた。大

学近代化によって、これら従来の施設に加えて、研究内

容に対応した綴々な研究室や笑験室をはじめ、管理線、

美術館、間物館、体育館、スタジアム、カレッジ ・ユニ

オンといった新しい施設が建設される。また、研究機能

の強化に伴う図書館機能の充実や、カレッジ ・システム

導入による学務機能の再編に見られるように、従来の施

設も近代化への対応を余儀なくされる。このような大学

空間の織成要素の機能的複雑化は、建築家に対して個々

のビルディング・タイプに関する計画学的知識を要求し、

科学の進歩や社会の変化による研究内容やカリキュラム



の変更への対応として、特に施設のフレキシビリティが

求められた。このような状況を反映して、この時期には

新しいタイプの大学の建物が頻繁に雑誌に掲載され、大

学建築に関する計画学的文献が出版されている・90

これら大学空間の大規僕化、複雑化、高密化といった

内的環境の変化に加えて、第三の特徴として、周辺環境

の高密化あるいは都市化といった外的環境の変化と、都

市指向の大学の出現を挙げることができる。例えば、ハ

ーハードやイエールでは都市化してゆく外部環境から大

学空間を隔離するために、敷地境界に建物を置き、さら

に棚を設けている・ 100 また、コープ ・アンド ・スチュ

ワードソン(Cope& Slewardson)はプリンモアやプリン

ストンにおいて、彼ら独自の手法である、敷地場界の形

状に合わせてうねる連続した建物を設計している。これ

ら周辺環境の変化に対する建築的対応と同時に、先述し

たような敷地の移転がおこなわれる。モータ リゼーショ

ンと流通機備の発逮により、全米各地で都市化が進み、

多くの大学が新たな敷地を求めて郊外に移転した。

一方、敢えて都市部に大学を設ける例も見られる。ア

メリカ&初の総合大学であるシカゴ大学は、大学が学外

に対して開放され、貢献すべきであるという公共奉仕の

理念から、大学の敷地をシカゴ市内に求めている・"。

また、コロンビア大学は敷地の移転をおこなったが、新

しい敷地もまたニューヨーク市内に位置し、そのキャン

パス計画ではフランスのパリ大学に代表されるヨーロッ

パ的な都市型大学のイメージを強調している・120

これら近代化に伴う急速な大規鋭化、彼~化、高密化

と周辺境績の沼市化はしばしば、大学空間に混乱と無秩

序をもたらした。既存大学は「独立した建物群の単なる

集合であり、何らそれらを関係づけるような統一的形式

をもたない・IJ Jものであり、 「契なる時代の建物と統

-11のない筏式によって、無計画に成長してきた・" J 

ために、建物相互は「建築的に全くもって無関係・"J 

であり、 『建物全体による統一的な建築効泉も、グルー

プ・プランももたない・" Jと托t判される。ラルフ ・ア

ダムス ・クラム(RalphAdams Cram)はアメ リカの大学空

間は「ただ成長しただけJであり、 1皮がそのマスタープ
ランを作成することになるプリンストンについても「そ

の成長がどれほど無法(lawless)なもの」であるかを伝

情し、さらにわ、ーバードやイエールの状況は一層劣悪



であるJと述べている・ 170

このように、大学の近代化に伴う大規筏化、複雑化、

高密化による大学空間の混乱と無秩序化は、計画性のな

い大学空間の成長に対する批判を招くと同時に、大学空

間を秩序づけるためのそれまでの構成手法の限界を露に

した。そして、今や建築家の直面している諜題は、 「多

種多核な要素から成る全体的統一位をもった建築的効果

を自IJ出し、視覚的な調和と秩序を生み出すこと・18 Jで

あり、それは、個々の建物のデザインや犠式選択の問題

よりも、むしろ大学空間全体の f群としての秩序・"J 

を求めるものであった。各大学は競うようにマスタープ

ランの作成を建築家に要請し、建築家は近代という新し

い時代に対応した大学空間を秩序づけるための建築的手

法の展開の可能性を実際の敷地で、あるいは紙上で模索

した。
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1-2-3.課題

大学の制度的近代化は大学空間に影響を与え、大規模

化、複雑化、高密化による混乱と無秩序をもたらした。

既に述べたように、この時期にはこのような大学空間の

混乱や無秩序に対する批判が現れている。そして、これ

ら批判の内容は近代の大学空間が解決しなければならな

い課題を示していた。その内容を分類すると、それらは

基本的に以下の 3つの側面に関するものであることが分

かる。

第ーは、機能的あるいは計画学的観点からの批判であ

る。その内容は、敷地の効率的利用、建物の機能性やフ

レキシビリティ、建物の機能に基づいたゾーニング、合

理的な建物配置、サーキュレーション、交通計画等に関

するものである・ l。

第二は、審美的あるいは美学的観点からの批判である。

その内容は、敷地環境に関する審美的評価や、大学空間

を構成する建物のスタイル、材料、高さ、プロポーショ

ン、 ディテールの統一位や謂和、主嬰建物の象徴性、空

間情成の明日空性、ピクチュアレスクな建築的効果等に関

するものである・ 20

第三は、表象的観点、すなわち大学の理念や理想像の

建築的表現に関する観点からの批判である。その内容は、

知の燦究と伝承が同じ場所でおこなわれるという教育と

研究の統合の理念、学問の有機的統ーというウニベルゾ

タス ・リテラルムの理念、あるいは教師と学生の共同体

という大学の伝統的理想像といったものの建築的表現に

関するものである・ 30

例えば、ジョン .s・パイン(JohnB. Pi nc)は大学建

築に関する論考の中で次のように述べている・ 40

『理想的な敷地は大学のすべての学部を収容できる十

分な広さをもつべきである。 ・・・ それによってすべ

ての教師と学生がひとつの場所に集まり、大学の雰閤

気の中に身を置くことができる。しかしまた、敷地は、

伎術系の学生は機械工作場や工場に容易にアクセスで

き、あるいは医学部の学生は病院に近いという利点を

もつような場所になければならない。 J

これは大学の共同体的性絡についての表象的側面と、建

物配置に関する機能的側面に関する議論である。さらに

彼はゾカゴ万怖において示された、シンメトリカルな配



置と調和したデザイン、すなわちグラウンド・プラン

(ground plan)の適用、統ーした綴式の選択、高さやプ

ロポーションの制限によって、建物群の大規艇なグルー

プをひとつの確聞たる全体として計画することの可能性

と利点について触れ、

「バーナム、マッキム、そして彼らの協力者たちがシ

カゴにおいてこれらの原理を適用することで達成した

成功は、それが国際的な縛覧会のみならず、他のいか

なる建物群の大規僕なグループに対しでも適用可能で

あることを示しており、それはまさしく大学に対して

適用可能なものであった。 J

と述べている。これは大学空間の審美的側面に関する議

論である。

これらの議論が示すように、この時期には制度的近代

化に伴い集落的機相から都市的被相へと変貌した大学空

間に対して、機能的側面、美学的側面、表象的側面のそ

れぞれから、近代的な大学制度の妥求を満足するような

建築的秩序が求められている。

特に、大学の狸念や理想像の建築的表現、すなわち表

象的側面に注目すると、つぎのようなことが言える。大

規鋭化、複雑化、高密化によって、大学空間は個別的要

求を満たす建物群の雌なる集積と化し、それによって大

学空間の全体像は不明際なものとなると同時に、アメリ

カの大学空間が伝統的に保持してきた共同体的性格は失

われつつあった。それは学問の有機的統ーを目指すウニ

ベルシタス ・リテラルムの思念の危機であり、また教師

と学生の共同体という大学の伝統的盟忽!像の危機を意味

していた。このような意味において、大学空間の全体像

とその共同体的性絡の回復は、近代という時代に対応し

た新しい大学空間、すなわちキャンパス形成の主要な推

進力であった。

既に述べたようにアメリカ近代の大学の特徴はその制

度的多機性にあり、そのために機能的側面や美学的側面

に関する課題については、各々の大学の目的や組織Jfj慾

によって、ある振幅の中での差異が存在する。それに対

して、理念や理想像の建築的表現という表象的側面に関

する課題はすべての大学に共通するものであり、したが

ってそれは大学空間を秩序づけるための建築的手法の展

開を統御する重要な要因となっている。



3節キャンパスの形成

ト3-1領域の明確化

多額多様な建物の急速な橘加によって都市的様相を帯

び、ある穆の混乱状態にあった大学空間を、大学に相応

しい環境として秩序づけるための試みが、 19世紀後半か

ら20!!t紀初頭にかけて集中的に、さらにアメリカ全土の

大学において急速に進められている。 19世紀末にはすで

にいくつかの大学で新しい良好な大学空間が形成されは

じめ、そこでは多様な建物携が統一性をもった集合体と

して秩序づけられていた・ 10

前節で述べたように、大学空間は機能的要求、美学的

要求、表象的要求を同時に満たすような形態的秩序をも

たなければならなかった。それでは、この形態的秩序と

はどのようなものであるのか。この問題を考える糸口と

して、ここではアメリカの伝統的大学の空間的特質が近

代においてどのように変化したのかを観察する。既に整

理したように、アメリカの伝統的大学は以下の空間的特

質を有している。

1)空間の開放性

2)領域の不明瞭性

3)個々の建物の独立性

4)自然発生的な空間形成

この時期にはまず、 「領域の不明際性Jという性質が変

化し、敷地続界の明確化と弁別的敷地への移転による

「領主主の明確化Jがおこなわれている。

砂1文彦は建築群の集合においてそれらを秩序づける手
法(Li nkage)を以下のように整思している・ 20

l)To Mediale 媒介要素によって努ぐ、あるいは媒介

をほのめかす(楠成されたオープン ・スペースを含

む)

2)To Define 壁あるいは何らかの物理的障壁で敷地

を囲み、周辺環境から隔離する

3)To Repeal 要素が同じ秩序の部分として特定され

るよう、群全体に共通する特徴を個々の要素に与え

る

4)To Make a Sequenli旦IPalh 述鎖的に起こるアク

ティビティを特定可能な空間的相互関係として配置

する



5)To Select 設計過程に先立って、敷地の選択に

よって統一性を獲得する

この時期に見られる「領按の明。産化」は上記の2)と5)に

あたる。すなわち、周辺の高密化や都市化といった外的

環境の変化と、構成要素の地加や複雑化といった内的環

境の変化に対して、一方では建物の建設や棚の設置等に

よって敷地境界を明確にし、他方では丘陵や河岸等の弁

別的敷地に移転することによって、大学空間の『領域の

明確化Jがおこなわれている。

敷地境界の明確化の例として、例えばノ、ーハードでは

周辺環境の都市化や交通最の治加に対して、敷地周辺に

建物を建設し、さらに敷地境界にマッキム ・ミード ・ア

ンド ・ホワイト設計による門を設けることによって、象

徴的に領域の明確化をおこなっている・30 またイエール

では「イエール ・ロウ(YaleRow)Jを取り境し、敷地周

辺にスターゾス(RussellSturgis， Jr.)設計によるえli続

的なlli物が建設され・ 4、プリンモアやプリンストンでは

コープ ・アンド ・スチュワードソンの独自の手法による

敷地境界に沿って連続する建物の建設がおこなわれてい

る.，。さらに、都市指向の大学でも、j91Jえばコロンビア

大学やシカゴ大学では、敷地境界にi!!物を置き、その内

部に自立的なオープン ・スペースを形成するという手法

を係っている。特にコロンビア大学では、当初 3人の建

築家にマスタープランの作成を依頼しているが、建物に

よって敷地境界を明確に表現したマッキム(CharI es F. 

McKim)の奈が沼市型大学に相応しいものとして係用され

ている・60

弁別(t~敷地への移転の似!としては、背後に丘がひかえ

前方にゴールデン ・ゲートを望むカリフォルニア大学

ハークレー校、ウエストウッド(Westwood)の起伏に富ん

だ敷地に白かれたカリフォルニア大学ロサンゼルス校、

オハイオ州グランヴィルの 7つの丘にまたがるデニソン

大学(DenisonUniversity)、広大な森に図まれたテ・ュー

ク大学(DukeUni versi ty)、ゾエネジ一川が敷地の三方

を凶むロチェスター大学(Uni vcrs i ty of Roches ter)、

ζ シゾッピ川が敷地の西南を流れるミネソタ大学

(Universi ty of Minnesota)等が挙げられる。また、敷

地の移転はしていないが、丘陵部にあるという特徴をよ

り明6査に表現することを意図したマスタープランがコー

ネル大学で作成されている・70

• 

ハーパード ヤードの般地境界に盟てられた直勤

Straus Hall (1926)と L~hman Hall(l924) 
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敷地埴界に沿って出てられた事康状町出物

Pembrokel!all(189-1)とRockefellcrlIall( 1897'190.1) 
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このような「領綾の明確化Jに見られる敷地境界部分

への建物の建設や敷地の移転は、建物の増加による大規

鋭化や高密化への対応、敷地の効率的利用といった機能

的側面の長所をもっている。例えば、ニューへプン(New

Ha ven)の中心地にあるイエール大学にとって、道路か

らセットパックして建てらたイエール ・ロウよりも、敷

地境界部分に建物を建てるほうが効率的であったし、そ

れはまた、既存建物を使用しながら新しい建物の建設が

できるという計画上の利点もあった。さらに、敷地境界

に建物を建設し、制御することの困難な都市化された周

辺環境から大学空間を隔離し、敷地内部に自足的な良好

な環境を形成したり、あるいは郊外に移転し、敷地周辺

の良好な景観を利用しながら新しい大学空間を形成する

ことは、審美的観点からも望ましいものであった。

これら機能的、美学的要求への対応であると同時に、

「領域の明確化Jは大学の理念や理想を建築的に表現す

るという表象的要求への対応でもあった。プリンストン

の総長ウィルソン(Woodr印刷!son)は、大学における学

究は本質的には「禁欲的Jなものであり、それが繁栄す

るためには「隔鍛されたJ環境が必要であると述べ・8、

建築評論家ゾャイラー(MonlgomerySchuyler)は、カ

レッジは修道院のようなものでなければならないと繰り

返し述べている・90 このようにこの時期には大学の環境

について諮られる際に、しばしば修道院が引き合いに出

されているが、これら修道院的環境を求める言葉の背後

には、近代化に伴う大学空間の変容に対する危機感があ

る。個別的要求を満たす多額多綴な建物群の単なるま駐在i

という大学空間の内的環境の変化と、周辺環境の急速な

都市化という外的環境の変化によって、大学空間の全体

像は不明瞭なものとなり、それが伝統的に保持してきた

共同体的性質は失われつつあった。学問の有機的統ーを

目指すウニベルシタス ・リテラルムの理念は、その建築

表現として多額多様な建物群を統合する全体的秩序を大

学空間に求め、教師と学生の共同体という中世ヨーロッ

パ以来の大学の理想像は、その建築的表現としてコミュ

ニティ的な性絡を大学空間に求めた。 r領峨の明確化」

はこれら表象的要求に対するひとつの解答であった。境

界の明確化と弁別的敷地の選択は、続が言うように、そ

こに属する建物に群としての秩序をもたらし、同時にそ

れらは大学空間にコミュニティとしての空間的自己同一
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性(identity)を与えている。

このようにこの時期には、 「領土誌の不明瞭性Jという

アメリカの大学空間の伝統的特質が失われ、大学の制度

的近代化と周辺環境の変化に伴う機能的、美学的、表象

的要求への対応として「領域の明確化Jが進められた。

この 『領按の明確化」はアメリカ近代の大学空間、すな

わちキャンパスの特徴のひとつである。
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ト3-2.計画的な空間形成

アメリカ近代の大学空間、すなわちキャンパスの特徴

のひとつである「領域の明確化Jは、周辺環境に対する

大学の空間的弁別性を明確にするという内部と外部の二

分法に基づく空間的特質の変化であった。それでは伝統

的大学と比較したとき、大学空間内部ではどのような変

化が見られるのであろうか。結論から先に言うと、そこ

では伝統的大学空間の特徴のひとつである「自然発生的

な空間形成Jは姿を消し、 「計画的な空間形成Jが:i!1iめ

られるのである。構成要素の急速な増加と多様化によっ

て、漸次的に建物を建設する自然発生的方法ではもはや

大学空間全体を秩序づけることは不可能であった。

近代の大学空間では、従来の熊秩序な建物の建設は影

をひそめ、いまや建物のみならず外部空間をも含んだ大

学空間全体の統一的秩序を考慮し、将来の建設可能性を

も見越した全体計画の作成が、大学空間を秩序づけるた

めの一般的方法となっている。この全体計画はいくつか

の名称(masterplan、generalplan、developmentplan、

comprehensi ve plan)で呼ばれているが・ l、ここでは統

一的にマスタープランという名称を用いることにする。

大学建築を数多く設計し、それに関する著書も出版して

いる建築家クラウダー(CharlesZeller Klauder)がその

著書の中で

「国内の主要な大学 200校の調査によって、少なくと

もその四分のーがジェネラル ・プラン(generalplan) 

を作成していることが明らかになった・ 20 J 

と報告しているように、例え11イギリスにおける自然発

生的なカレッジの地殖とは奥なり、マスタープランに基

づいて計画的に建物の建設をおこなってゆく方法がアメ

リカの大学空間形成の特徴となった。

また、計画的な大学空間の形成にあたって、各大学は

計画委員会を設誼し、さらには新たに計画全体を統括す

る監督建築家(supervisingarchi tect)のポストを設け

る大学も現れている。プリンストン大学の監督建築家を

弱めたクラム(RaI ph Adams Cram)の定義によると、監督

建築家とは「建築家の選定、設計と建設に関する指導、

寄付の受領と拒否、受領した寄付金の配分、道路や通路

の敷設、樹木や語草木の値裁といったすべての事項につい

てほぼ完全な権限を与えられた・ JJポストであった。



マスタープランの作成とそれに基づく建物の設計につ

いては、大学によってその方法が異なっている。ひとり

の建築家がマスタープランの作成から主要な建物の設計

まですべてをおこなう場合もあれば、ひとりの建築家が

マスタープランの作成のみをおこない、個々の建物の設

計は他の建築家に依頼する場合、あるいはマスタープラ

ンの最初の構想は建築家に依頼し、最終的な案は計画委

員会が作成する場合もある H 。また、監督建築家がマス

タープランを作成する場合もあれば、監督建築家のもと

で、他の建築家がマスタープランを作成する場合もある・so

さらにこの時期にはマスタープラン作成にあたって設計

競技をおこなう例が数多く見られる・ 6。

ここでマスタープランの定義とその内容を明確にして

おく必要があるだろう。クラウダーはその著訟の中でマ

スタープランは「既存建物と建物が将来建てられるべき

敷地の配置計画であり、それは独立した構成単位の拡張

を許容しながらも、すべてを調和させ、全体へと統合す

るよう考服されたものであるJと定義し、 「それは風景

や建築的効果の美しさ、日常生活の利便性、経済的で効

果的な管理運営をもたらすものであるJと述べている・7。

また、ラーソン(JensFredrick Larson)はマスタープラ

ンは 「理想の具体的表現であり、同時にその理想を実現

するための現実的信針である」と述べている・80 つまり、

マスタープランは機能的、美学的、表象的観点から大学

空間に統一的秩序を与える精進的原型であり、それは状

況の変化に柔軟に対応するフレキシビリティと状況の変

化に影轡を受けることのない栴造的待続性を同時に併せ

もつものである。例えば、コーネル大学の計画委員会は

マスタープランを次のように位置Iづけている。

「委員会はこのプランを、早急な建設のためのものと

してではなく、むしろ成長を導く骨絡として位置づけ

る。それは既存のしゅ、なる建物や道路の破演を提案し

ない。委員会はこのプランを、ある特定の必裂が生じ

たとき、それが生じたときだけに、ひとつずつ笑際の

存在へと成長してゆくものと捉えている・ 90 J 

マスタープランの作成は既存大学、新設大学の双方で

おこなわれ、特に後者は白紙の状態から全体計画を構想、

できるため、より純粋なかたちで大学空間の理想像を追

求することが可能であった。例えliシカゴ大学やスタン

フオート‘大学のマスタープランは他大学に彫響を与え、



アメリカ全土の大学におけるマスタープランの作成を促

した・ 100 また、マスタープラン作成の全国的拡がりを

促した嬰因として、近代化に伴う大学空間の混乱に対す

る共通の危機感はもちろんのこと、アメリカの大学空間

の特徴である敷地の広大さ、アメリカの経済的発展に

伴って出現した、大学に対して多額の寄付をおこなう寄

贈者の存在・川、 1893年のコロンビア博覧会の成功が象

徴するように、建築群の集合が創り出す建築的効果に対

する当時の一般的関心の高まり・ 12等を挙げることがで

きる。

このような大学空間をめぐる新しい動向は、当時の識

者の関心を集めている。 r過去25年あるいは30年間のわ

れわれアメリカの大学建築の進歩を示す実例は盤宮にあ

り・ 13 J、それら多くの大学建築は「われわれが新たに

手にした建築的な美と価値・"Jをもっとして評価され

ている。また、建築携の集合を扱った論考の中で大学建

築がしばしば取り上げられ、例えばドイツの都市計画家

であるへーゲマン(WernerIlegemann)は以下のように述

べている。

「伝統的2正豊症を出発点としたアメリカの大学キャンパ

スの発展は、クラシック ・リヴァイバルに対して合衆

国が果たしたひとつの貢献であり、その重要性におい

てそれは万国間覧会に匹敵する・ 1S 0 J 

これらアメリカ近代の大学空間に関する言平価は、マス

タープランの作成が、混乱状態にあった大学空間の改善

を目的としたある意味で消極的な対応にとどまらず、大

学空間]における理想、的な建築群の1具合形式をtl索し、新
しい時代に相応しい新たな大学空間の存在形式=キャン

パスを確立するための積極的な実験であったことを示唆

している。したがって、キャンパス形成にとってマス

タープラン作成は不可欠なものであった。

このようなマスタープランの作成が示しているように、

アメリカの伝統的大学空間の特徴のひとつである建物の

漸次的建設による自然発生的な大学空間の形成はもはや

彫をひそめ、近代の大学空間では長期的視野のもとで全

体にわたって計画的に空間を形成するという方法が採ら

れている。この「自然発生的な空間形成」から「計画的

な空間形成Jへの移行は、 f領践の明確化」とともに

キャンパス成立の重要な要因となっている。
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1919 じ-Co!orτ，do (Day & K1allJcr) 

<!9:20> 

1920気 百a!c-L" (.lohn R. Popcl 

1923 DCl】Ison・じ (:¥rnoIJ srunncr) 

1925 Corncll -U (Univ. Plan Commi日 lon)

19:25 Dukc -じ-ca!'l (Horacc Trumoouer) 

19:25 Ilar¥"ard -u-日S (cornpclltl0n) 

19:25 Princcton・じ malph f¥. Cram) 
19:25 U -¥¥iscollsin (pall1 p， Crell 

1n6 じC-Los .-¥ngclcs (くieorgじ¥V.Kelham) 

1926 じ-Rochcstcr (Gordon & KaellxrJ 
1926 U -Texas (.lamcs ¥ 1. ¥¥'hitc) 
1927 u -J!!illOis (Charlcs A 門att)

1928 Harvard -u -日5 (¥IcKim.¥tcad & ¥¥'hitc) 
1928 SwCCl日付ar品 C (Cram & Ferguson) 

<1930> 

1930 Duk巴 -u -¥¥'cst (lloracc Trumbaucr) 

1930 Princcton・U (Chi.lrJcs Z. Klauder) 

1930 -31 I-Iarvard -じ -DG (C∞liJgc，S日&川
1933 じ晶 Texas (paul P. Crct) 

MASTER PLANS 1870-1935 

図 1-3-2 マスタープラン作成年表



1-3-3.大学空間形成の基本綾念

「領域の明UIt化Jと「計画的な空間形成」はキャンパ

ス成立の基本条件である。これらは大学の制度的近代化

という外在的条件の変化によってもたらされたものであ

ると同時に、大学空間形成に閲する若本概念の変化によ

るものでもあった。

多くの場合、伝統的大学では漸次的に建設される単体

建物それぞれにデザインの力点が集中しており、外部空

間を含んだ大学空間全体の秩序はそれほど重要視されて

いない。このような意味において、伝統的大学では大学

空間形成とは建物を建設することであった。 r領主主の不

明瞭性Jと「自然発生的な空間形成Jという伝統的大学

のふたつの特徴は、大学空間の自己同一性(iden l i ly)が

個々の建物の「オブジェ的J性絡に求められていたこと

を示している。 r領域の不明瞭性j によって伝統的大学

の建物はそれ以外の建物とある意味で閉じ領滋に存在し

ており、大学空間の自己同一性は建物の自己同一性に委

ねられていた。例えば、植民地期には大学の建物は植民

地で援も大きな建物のひとつで‘あったこと、あるいは

「ひとつ屋恨の下Jの教師と学生の共同生活を箔向した

大規伎な単体建物(Landmarklype)が建設され、それは

しばしばモニュメンタルなものであったことは、大学空

間の自己同一性が建物の「オブジェ的」性絡に支えられ

たものであったことを示す典型的な例である。また、

「自然発生的な空間形成Jは複数のlli物の併としての枚

序よりもむしろ、個々の建物の個性を強調する傾向を促

している。

告1)皮的近代化に伴う大学空間の大規鋭化、複雑化、高

密化、さらに周辺潔場の都市化は、個々の建物の「オブ

ジェ的J性絡によって大学空間の自己同一性を保つこと

を困難にし、そこではその自己同一位が個々の建物では

なく大学空間全体に求められるようになる。それは大学

空間形成における基本概念の変化であった。伝統的大学

では大学空間形成とは建物の建設を意味していたのに対

して、近代的大学ではそれは建物のみならず外部空間を

も含んだ、文字どおり総合的な空間形成を意味するよう

になる。キャンパスの成立条件てーある「領域の明確化J

と「計画的な空間形成j は、この基本観念の変化によっ

てもたらされたものであった。 r領域の明確化Jとは大

図1.3'3-alアメリカの伝統的な大学畳間

ハーバード大学 16;0年明

大学の建物は他の盟u1よりも大きく、

外界との境界Ii不明瞭である



学の領域を空間的に他の領緩から区別することであり、

大学の自己同一性を建物によってではなく、空間によっ

て示すことを意味しており、マスタープラン作成による

「計画的な空間形成j は、個々の建物よりもむしろそれ

らの集合としての秩序に大学の自己同一性を求めること

を意味している。

特にマスタープラン作成においてオープン・スペース

の重要性が治したことは大学空間形成における基本概念

の変化を端的に示している。マスタープラン作成におい

てオープン・スペースが建物と同等、あるいはそれ以上

の重要性をもつようになり、それは大学空間を構成する

主要な構成要素として級われている。クラウダーはオー

プン ・スペースについて次のように述べている。

「複数の建物の配置を決定する際に、建物自体に対す

る注意と同じくらいの多くの注意が建物問の空間に向

けられるべきである。すなわち、ヴォイド(voi d)はソ

リッド(501i d)と伺綴に重要なのである。 ・・・ これ

らの空間はそれ自体としてよいプロポーションを持た

なければならないし、それに隣緩したり、それをIlllむ

建物に対しでも同様である・ o J 

OlJえば、多くの大学でオープン・スペースに何らかの

名物、が与えられていることは、大学空間形成におけるそ

の重要性の地加を象徴している。大学空間全体を総合的

にデザインするマスタープランの出現によって、外部空

間は建物と同等の重要性をもち、図而上にはオーテ.ィ ト

リアム、チャペル、 ドミトリーといった他物の名称と並

んで、キャンパス(campU5)、グリーン(grecn)、クォー

ドラングル(quadrangle)、ヤード (yard)、コート

(cour l)といった名称が沓き込まれている・ 2。

伝統的大学空間においても、彼数のlli物がオープン・

スペースを阻む形式(encl05edopen 5paCe lypc)が採用

されているが、その多くはそれほど形式性の強くない、

建物が緩やかにオープン・スペースを阻むものであり、

そこではオープン・スペースは漸次的な建物の建設に

伴って、閉じく漸次的に形成されている。それに対して

この時期の大学空間におけるオープン ・スペースは、明

快な幾何学的秩序や勅性によって織成されたフォーマル

なものであり、多くの場合、建物の建設に先立って計画

的に形成されるものであった。すなわち、オープン・ス

ペースの計画的配置が大学空間全体の基本的骨格を決定



し、建物はこの骨格にしたがって配置されるのである。

また、オープン ・スペースの重視と並んで大学空間形

成における基本概念の変化を示すものとして、空間構成

がマスタープラン作成の重要な主題となったことを指鏑

することができるだろう。この空間構成の重視について、

ここではポザール(Beaux-Arts)が当時のキャンパス形成

に与えた影響について触れることにする。

アメリカの大学の組織的側面の近代化は主としてドイ

ツに留学した多くの教育者逮によって成されたが、その

空間的側面の変革についてはフランスのエコール ・デ ・

ポザール(Ecolede Beaux-Arts)で学んだ建築家途がそ

の一翼を担っていた。特に1893年のシカゴ博覧会の成功

によって、ボザールの影響はアメリ力会土に広まった。

また、1868年にM.1. T.においてアメリカで最初の建築学

科が設立されて以降、続々と諸大学に設立された建築学

科ではポザール出身のフランス人あるいはアメリカ人建

築家達によって、ポザール流の建築教育がおこなわれて

いた。シカゴ博覧会から第一次世界大戦までをピークと

するこの辺築運動は、アメリカン ・ポザール(American

Beaux-Arts)と呼ばれ、それはこの時期のキャンパスの

形成に大きな影容を与えている・30

実際、この時期にはボザール出身の多くの建築家が大

学のマスタープラン作成に携わっており、大学はこのよ

うなポザール理論の実践の場となっている・4。特に、

1899年におこなわれたカリフォルニア大学パークレー校

の設計競技では、まず審査員にエコール ・デ ・ポザール

のジュリアン ・ガテ・(Julian Guadet)が含まれており、

さらにその入選者の大半をアメリ力、フランス両国のボ

ザール出身の辺築家が占めていた・50 この設計競妓はア

メリカの大学におけるポザールの影轡カの大きさを象徴

的に示している。

アメリカン・ポザ ルの建築理論は、エコール・デ・

ボザールのガデの理論・6に基づいていたが、ガデの理論

が建築妥紫各論からはじまり、それが部屋へと統合され、

さらに部屋がl.I!物へと統合される械成形式をビ.ルテ・ィン

グ・タイプごとに論じたものであるのに対して、アメリ

カン・ポザールの理論・7はビ.ルテ'イング ・タイプを越え

て普遍的に見られる「建築精成(archi tectural 

composition) Jを重要視している点に特徴がある。建

築倦成は、建築要素問に内在的に存在する普遍的『構成



原理(principles)Jと「平面構成(p1 an compos i t i on) J 

から成り、前者て'1;):要素聞の対比関係(conl ras l)、寸法

関係(propolion)、平衡関係(balance)、反復関係

(rylhm)、さらに要素と人間間の寸法関係(sca1 e)に韮

づく全体の統合(uni ty)が論じられ、後者では空間の基

本レイアウト(parli)、部分の構成関係(composilio日)

、人閣の運動に伴う空間知党の連鎖(marche)、各部屋の

性絡(characler)を決定する壁体(poche)や床のパター

ン(田osaic)について論じられている・ 80 ガデのタイポロ

ジーは建物の大規鎮化と機能の複雑化が進んだ19世紀末

のアメリカの実情に必ずしも対処しきれるものではなく、

代わって、アメリカン・ポザールではタイプによらない

建築燐成が重要視されたのである。

組織的変革の過渡期であり、多核な建物を抱え込まな

ければならなかったアメリカ近代の大学空間にとって、

「梢成JIこ重点を置くボザール理論、特にその「平面構

成」の理論は有効なものであった。例えば、空間の基本

レイアウト (parl i)では、事]1線によるm成(axi品l
arrangemenl)が重要な主題であったが、それはこの時

期の大学空間を構成する基本形式のひとつであるモール

・タイプ(鮒l型形式)の展開に寄与しており、さらにこ

の動機成をより大規桜で復調t化したプログラムに対応す

るよう発展させたボザールの手法は、大規悦化、複雑化、

高官化した大学空間を全体にわたって秩序つけ、多織な

建物Ilfをひとつの統一性をもった全体へと統合する手法

として優れていた。

このようなポザールの影停に象徴されるように、アメ

リカ近代の大学空間では「空間構成Jが重要な主題とな

る。この空間h育成の重観によって、個々の建物の価値は

相対化され、大学空間の構成嬰紫としての側面が強調さ

れる。 r領域の明縫化Jと、オープン・スペースおよび

空間構成を重視した fg十画的な空間形成Jは、大学空間

形成における基本観念の変化を示しており、この変化は

キャンパス成立の重要な要因となっている。



1-3-4.キャンパスの定義

「キャンパス(campus)Jとは、 19世紀後半から20世紀

初頭のアメリカにおける大学の制度的近代化に伴い、大

学空間の変容が誘発され、それに対応することによって

形成された大学空間の新たな存在形式である。

キャンパス成立の最も重要な要因は大学の制度的近代

化である。それは既成の知識を学ぶ学校と、学問

(wi ssenschaf l)を常に未解決なものとして級う大学とを

明確に区別することであり、大学が従来の教育機能に加

えて研究機能を担うことを意味している。伝統的大学と

比較するとき、近代的大学の特徴のひとつはあらゆるレ

ベルでの多様化が急速に押し進められたことにある。例

えば、学問の自由という理念によってカリキュラムは多

様化し、研究内容は専門化してゆく。あるいは機会均等

の原理に基づく大学の大衆化によってその構成員は多様

化し、また公共奉仕の理念によって大学の果たすべき機

能は飛躍的に地大してゆく。このような多核化の傾向は、

栂本的には価値観の多様化や相対化の進んだ近代という

時代の要請によるものであると考えられる。

しかし、このような多様化の一方で、あるいはそれゆ

えに、研究と教育の統合や学問の有機的統ーといった理

念、諸学部を努ぐ要としての教養学部の再認識等によっ

て、大学の統合性が伝統的大学以上に明確化されるよう

になったこともまた、大学近代化の大きな特徴である。

近代的大学は多段位と統合性、あるいは発散と収束とい

うふたつのベクトルの相魁の中で、ある娠幅をもって瓶

れている。悲観的な見かたをすれば、それはすべてが鉱

散し、大学が解体してしまうことをかろうじて繁ぎとめ

ているようでもあり、 i主に楽観的な見かたをすれば、近

代的大学は統合性の保証のもとで、伝統的大学が持ちえ

なかった多綴性を謡歌しているようでもある。いずれに

せよ、このふたつのベクトルによって大学という観念は

拡張され、伝統的大学とは明らかに異なる「近代的大

学Jが形成される。

近代的大学の出現はその空間]的側面にも影響を与え、

大学空間は急速に変容する。この制度的変革によって誘

発された大学空間の急速な大規鋭化、複雑化、高密化や

周辺環境の都市化に対して、近代的大学の機能的、美学

的、表象的要求を同時に満足するような全体を統合する



秩序を創出することがアメリカ近代の大学空間の課題で

あった。

このような外在的条件の変化に対して、大学空間はそ

れが伝統的に備えていた空間的特質を笈化させることに

よって対応する。すなわち、 f領域の不明日世性Jと「自

然発生的な空間形成」という伝統的大学空間の空間的特

質は変化し、 「領域の明確化」と「計画的な空間形成J

がすすめられる。 r領域の明確化」とは、具体的には敷

地境界の明um化あるいは弁別的敷地への移転を意味し、
「計画的な空間形成Jとは、マスタープラン作成による

長期的視野に基づいた大学空間の形成を意味する。 r領

滋の明確化Jによって大学空間としての自己同一性が維

持され、一方、 「計画的な空間形成Jによって持続性と

柔軟性を併せもった空間構造が確立される。

「領域の明確化j と「計画的な空間形成Jは、機能的、

美学的要求への対応であるとともに、大学の理念やその

理想像の建築的表現に関わる表象的要求への対応でも

あった。大規綬化、複雑化、高街化によって大学空間の

全体像は不明瞭なものとなり、またそれが伝統的に保持

してきた共同体的性絡は失われつつあった。学問の有機

的統ーを自信すウニベルシタス ・リテラルムの理念は、

その建築的表現として多種多織な建物を統合する全体的

秩序を大学空間に求め、中世ヨーロッパ以来の共同体的

理想像は、その建築的表現としてコミュニティ的性絡を

大学空間に求めた。大学の市IJ!([的近代化が「キャンパ

スJ成立の外在的条件であるのに対して、これら表象的

要求はその成立を促した内発的条件であると言える。

「領域の明確化」と f計画的な空間形成Jはこれら表象

的要求に対する解答であった。それはそこに属する建物

に群としての秩序をもたらし、同時に大学空間にコミュ

ニティとしての自己同一位をもたらしている。

このような空間的特質の変化はまた、大学空間形成の

基本概念の変化を示している。 r領減の不明瞭性Jや

「自然発生的な空間形成Jという伝統的大学の特徴は、

大学空間の自己問一位が個々の建物の「オブジェ的J性

絡に求められていたことを示している。一方、 「領減の

明確化Jと f計画的な空間形成Jによるキャンパスの成

立は、大学空間を建物のみならず外部空間をも含んだ総

体として認識し、その「空間J全体に大学としての自己

同一性が求められたことを示している。そして、これら



の空間的特質の変化、さらには大学空間形成に関する基

本概念の変化によって、近代という時代に対応した新し

い大学空間の存在形式=rキャンパス」が成立する。

以上のような認識に基づき、 「キャンパス」を以下の

ように定義し、それによって制度と建築、すなわち大学

の制度的近代化に連燐した空間的変革という観点から

fキャンパス」の成立条件を解明するという本意の目的

に対する結論とする。

1)キャンパスとは、大学の制度的近代化に連機して、

19世紀末から20世紀初頭の時期にアメリカにおいて

現れた大学空間である

2)キャンパスとは、明確な領域をもった自律的な大学

空間である

のキャンパスとは、柔軟性と持続性を同時に備えた空

問精進のもとで総合的に秩序づけられた大学空間で

ある



第 2章

アメリカ近代の大学空間 / 実例分析



2-0.本立の内容/問題提起

第 l章の考察によって、キャンパスは19世紀末から20

世紀初頭の時期にアメリカにおいて成立した大学制度に

固有な新しい空間タイプであること、さらにそれは「領

域の明確化」と「計画的な空間形成」というふたつの空

間的特質の変化によって特徴づけられることが明らかに

された。

このようなキャンパスの成立は、中世以来の大学空間

の歴史における革新的な出来事であったと同時に、その

空間的特殊性において、より一般的な建築の歴史におい

てもまた革新的であったと言えよう。ある程度以上の規

僕をもっ独立した領域において、 l狗E韮な意図のもとで計

画的に空間を形成する。それは他に例を見ないキャンパ

スの特殊性であり、それゆえにキャンパスとは大学とい

う制度が生み出した新しい固有の空間タイプであるとい

える。

アメリカ近代におけるキャンパス成立の動きは、 19世

紀末から20世紀初頭の約半世紀問に集中的に見られるこ

と、さらにそれはある限定された地域ではなく、アメリ

カ全土において同時多発的に起こっているという特徴を

もっ。制度的近代化を直後の契機として成立したキャン

パスという新しい空間タイプは、当時の建築家のみなら

ず大学関係者をも惹きつけ、彼らの想像力を刺激したで

あろうことは想像に難くない。キャンパスという言葉は

いまや近代という時代にふさわしい新たな大学空間のイ

メージとして共有され、全米各地の大学はこのイメージ

を現実のものとすることに勢力を傾けたのであった。

このような状況のもとで、ゾカゴ大学やスタンフォー

ド大学のような新設大学はもちろんのこと、ハーバード

やイエール、プリンストンといった他民地期以来の大学

においてもマスタープランの作成が建築家に依頼されて

いる。この時期に儲かれたマスタープランの多くは部分

的にしか実現されていないが、各大学が保有する美しい

図面の数々を見ると彼らがそこに大学空間のひとつの理

想像を追い求めていたことがうかがえる。

本章ではこの「怖かれた理想像=マスタープラン」を

庖材に、まず19世紀末から20世紀初頭の30の具体的なキ

ャンパス形成の過程を観察し、この時期の大学空間の形

態的特徴を個別的に整理する。さらに個別事例の観察に



基っき、アメリカ近代の大学空間の空間構成、様式、弁

別的主主主長の形態的特徴に関する全体的傾向を整理する。

資料の観察に基ついて選定した大学は以下のとおりであ

る。

l. プリンモア ・カレッジ

2 コロンビア大学

3 ンカゴ大学

(Bryn Mawr. PA) 

(New York. NY) 

(Ch i cago. 1 L) 

4 カリフォルニア大学バークレー校(Berke1 ey. CA) 

5 カリフォルニア大学ロサンゼルス校 (LιCAl 

6 コーネル大学 (l thacιNYl 

7 コロラド大学 (Boulder. CO) 

8. カーネギー ・テクニカル ・スクール

(Pi t tsburgh. PA) 

9. デューク大学 (Durham. NCl 

10.デニソン大学 (Granville.OH) 

11 ハーバード大学 (C日 bri dge. MA) 

12 イリノイ大学 (Urbana. I L) 

13 ゾョンズ ・ホプキンス大学 (Ba 1 t i more. MD) 

14. 7サチューセ yツ工科大学 (Cambr i dge. MAl 

15 ミネソタ大学 (Minneapolis. MNl 

16 ペンシルベニア大学 (Phi ladelphia. PAl 

17 プリンストン大学 (Pr i nceton. NJ) 

18 ウエスタン ・ユニヴァーシティ

・オプ・ペンシルベニア

19 ライス大学

(Pi ttsburgh. PA) 

(Houston. TX) 

20. ロチェスター大学 (Roches ter. NYl 

21 リード ・カレッジ (Port land. OR) 

22. リッチモンド ・カレッジ (Richmond. VAl 

23. スウィート ・ブライア ・カレッゾ

(Sweet Briar. VAl 

24 スタンフォード大学 (Palo AI t日。 CA)

25. トリニティ ・カレッジ (Hartford. CT) 

26 テキサス大学 (Aus t i n. TXl 

27. ウィスコンシン大学 (Mad i son. W[) 

28 ワシントン大学 (St. Louis. MO) 

(Wash i ngton Un i vers i ty) 

29. ワンントン大学 (Seattle. WA) 

(University of Washington) 

30. イエール大学 (New Haven. CT) 



以上の大学の選択基準は以下のとおりである。

1) 19世紀末から20世紀初頭の時期に大学空間の整備

がおこなわれていること

2) 大学空間の整備にあたって、マスタープランが作

成されていること、あるいは特定の建築家がその全

体計画に携わっていること

また、分析の対象は、実際に建設された大学空間を含

むものの、その大半はこの時期に作成されたマスタープ

ラン、マスタープラン作成のためにおこなわれた設計競

技の応募案、マスタープラン作成の過程で検討された試

案等の計画案である。これは上記 2)の理由とともに以

下の理由による。

1) 計画案は多くの場合、実現されたものよりも大学

空間の理想像をより純粋に示していること

2) 実際に建設された大学空間の観察には、より個別

的で現実的な外在的条件の理解が必要であり、それ

はこの時期の大学空間の全体的特徴の理解を目的と

する本研究の意図に反すること

3) 設計競技案や試案は、同一大学における複数の設

計手法の観察を可能にすること

ここで形態的特徴に関する分析表について説明する。

まず、大学名、マスタープランの名紘あるいはその内容、

マスタープラン作成年あるいは建物の建設年、マスター

プランあるいは建物の設計者名を上段に示す。中段では、

本研究のために新たに作成した縮尺1/10000の分析図に

よって、主主物によって包囲されたオープン・スペースの

位也、オープン ・スペースの主要寸法、靴、弁5llJ的要素

の位訟を示す。下段では、形態的特徴に関する所見とと

もに、空間構成形式の特徴を類型的に整理した表を示す。

これは大学空間を構成する空間単位(基本集合単位)を

「モール(;rn型柿成)Jと「クォードラングル(集中型

偶成)Jに大別し、その単位形態および集合形態のタイ

プを示している(第3章参照)。



1M 個別大学の形態分析

2ートLプリンモア ・カレッジ(BMC)

ペンシルヘニア州プリンモアにあるプリンモア・カ

レッジは1885年に女子大学として創立する。大学空間は

当初、ふたつの建物、すなわち、アカデミックな活動の

ためのテイラー ・ホール(TaylorlIall 1880-84)と居住

のためのメリオン・ホール(MerionlIall 1885)から成っ

ていた。 1886年、理事会は大学空間の開発を計画し、

フィラデルフィアの建築家、コープ ・アンド・スチュ

ワードソン(WallerCope & John Slcwardson)に新しい
建物の設計を依頼する。理事会は建築家に対して、 「

オックスフォードやケンブリッジの建物に匹敵するもの

をこの地に創り出す・'Jことを要求している。

この要求のもと、彼らは 5つの建物を設計し、それら

は1886年から1907年にかけて建設された・2。長初のふた

つの建物(RadnorHa 11、DenbighHall)は、既存建物と

オープン ・スペースを緩やかに囲むような、伝統的な方

法て・配置されたが、ぺンブローク(Pembroke)、ロック

フエラー(Rockfeller)両ホールの設計に際して、コープ

・アンド・スチュワードソンは大学の敷地とそれに面す

る道路とを隔絶するように、これらの建物を敷地境界に

沿った線状の建物として設計し、外界から敷地内への入

口部分にはイギリスの伝統的なゲートタワーを設けてい

る。これらの建物の建設によって、大学の敷地境界は明

確化され、大学空間は外界から分間tされた自立的空間と

しての質を獲得している。そこで形成されたものは、広

大で開放的なアメリカ的クォードラングルであった。

垂直性を強調した盛期lヴィクトリアン ・スタイルの既

存ill物に対して、これらの建物はより水平性を強調した、

間紫化された後期ヴィクトリアンあるいはジヤコビアン

・スタイルで建てられ、大学敷地へのエントランスとし

て、イギリスの伝統的なゲート ・タワー(gale lower)が

設けられている。コープ ・アノド ・スチュワードソンに

よるこれらの建物に共通する建築的特質は、そのピク

チュアレスクな効果である。部分的にうねるその平面形、

ドーマー・ウインドウや煙突による変化に富んだスカイ

ライン、ゲート ・タワーによるアクセントによってこの

ピクチュアレスクな効果がもたらされているけ。
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2-ト2.コロンビア大学(CBU)

ニューヨーク州ニューヨーク ・シティにあるコロンビ

ア大学(ColumbiaUni versi lY)は、植民地期の1754年に

キングズ・カレッジ(Ki ng' s Co 11 ege)として創立され、

その後、コロンビア・カレッジ、コロンビア・ユニヴ

ァーンティとその名称を変更している。

大学は1892年にそれまでの10倍の広さをもっ新たな敷

地を入手し、 5年後にその敷地に移転オる。 1892年 5月

に、大学はこの新しい敷地のマスタープランの作成を 3

人の建築家、ハイト(CharlesColidge Ilaighl)、ハント

(Richard Morris Hunl)、マッキム(CharlesFollen 

McKim)に依頼する・ l。大学の建設委員会は、提出された

3案の長所を複合した折衷案の作成をウェア(Wi11 iam R. 

Ware)とオルムステッド(Fredrickし Olmsled)に依頼

し・2、さらに彼らの作成した折衷案に基ついてマスター

プラン作成のためのガイドラインが決定された。カ'イド

ラインでは、特に建物の漸次的建設に有利な独立の建物

の建設(pavillionsyslem)、オープン ・スペースを中心

にした空間情成(enclosedopen space lype)、ゴシック

綴式ではなく古典様式の係用を定めている・ 3。最終的な

マスタープラン作成にあたって、大学側は 3人の建築家

の協働を希望していたが、それは実現されず、結局マッ

キムにマスタープラン作成が任される・ 4。

大学側は局所的には他のふたりの案を評価していたが、

その全体像に関してマッキムの案は大学にとって魅力的

なものであった。敷地境界にl.!!物を配置Iすることによっ

て大学の領域を明機に規定し、その一方で敷地南面に外

界に対して聞かれたオープン ・スペース (cour

d' honneur)を設けたその空間情成は、大学の目脂す都市

的大学のイメージに相応しいものであった。また、その

純粋な古典段式と全体のシンメトリカルな構成は、近代

的大学という新しい時代の大学の表現に適したものとし

て好怠的に受け入れられている・5。さらに、マッキムは

敷地の南側1)に建物を集中し、北側は将来の地築ための敷

地として確保することを箆案している。 1894年に段終的

なマスタープランが作成され、さらにその 9年後には新

たに入手された南側の敷地を含むマスタープランがマッ

キム ・ミード ・アンド ・ホワイト (McKi m. Mead & 
Wh i le)事務所によって作成されている。
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のとなっている

峨式については、古代ロー7ill:築に倣った純粋な

古典主英保式が採用され、'ff別的安主として:土、先

ほど挙:tたロトノターや、ーにノトラノス部分にιt~ rら
れた壮大在外郎防段が喰げられる イギリスの伝統

的なクナードヲンゲルと:よ一線を画した、 7ォーマ

ルな 7;t"ードランゲルのf"t:.'<例である



イリノイ州シカゴにあるシカゴ大学(UniversilYof 

CIi icay，o)は、ロックフエラー(JohnD. Rockfeller)に

よって1WJ211に創立される。この大学は伝統的なリベラ

ル・アーツ ・カレ yジ、専門学旬、大学院、夜間コース、

jJ!!{，¥教(1コース、大ザー山版f出等の多械な活動を含んだ最

初の総{';(iドJ大学である・l。大学は学内のみならず学外に

~.J しでも Imtt<され、貢献すべきであるという公共奉仕の

即念から、この新しい大学の敷地(;1:郊外ではなく、シカ

ゴifi内に戒められた。大学はジャクソン ・パーク

(Jackson Park)に隣接言る「ミッドウェイ(Midway) J・2

に而する敷地を入手し、マスタープランの作成をシカゴ

の迎3在家、コップ(IIcnryIves Cobb)に依頼する。

従来、コップはロマネスク綴式を好んで係用しており、

この大学のマスタープランでも当初、ロマネスク綴式の

i宝物を促案している。しかし、大学の理事会は「建物は

{{~大な大学の表現となるべきである J .，という理念のも

と、イギリス以来のアングロ ・アメリカンの大学の伝統

を表現するにふさわしいゴシック綴式を採用することを

嬰ました。

コップのマスタープランは中央の主妥なクォードラン

グルとその南北に 3つずつのより小さなクォードラング

ルを配した、 7つのクォードラングルの復合によって偶

成されている。これは大学の多織は活動に対応した、で

きるだけ多くの建物を都市部の限られた敷地にコンパク

トに配置するという嬰求に応えるものであると同時に、

当時、クォードラングルをtUIlした他の大学のマスター

プラン・3に少なからず彩轡を受けたものであった。限ら

れた敷地に数多くの建物を配置しなければならなかった

ために、彼のマスタープランではメイン ・エントランス

部分にチャペルが置かれるなど、かなり強引な配置が見

られる。

彼は1891{joから1893年にかけてマスタープラン作成に

燐わり、このマスタープランに基ついて、 1900年まで多

くの建物の設計をおこなっている・50 それ以降の建物は

ソェプリー ・ルータン ・アンド ・クーリッジ(Shepley.

Rulan & Cool idge)をはじめとする複数の建築家連に

よって設計されたが、コップのマスタープランとゴシッ

ク篠式は基本的に踏襲されている・6。
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空間情成については、教地全体が分割され、大小7

つのク坦 ドラノグJレが rú合 Z れた 、 ~(交ずる 2仙に

よるシンメトリカル花情J在と 1，っている。敷地問部
0) 1つの>'*ードラ/ゲJレがドミトリーと在ってお I 

'i， -}j、中央のクナードラングル:lJ障費やチ号ベ 1 

ルが中経閉山 ~-tll したかなり牢1 li.tl ならのとなってい

る 正た、 m物;土一体化され、イギリス同係、全体

:土外界に対してかなり 1'lljMl~在ものとなっている

jJ式については、不オゴシック保犬がj:;i用され | 

シノメトリカルん全ft:!持成と:.t対間的に、不規則な

ドーマーや壁面の節分的な突出によってピクチュ7

〆 7，:;な効果が(，Jlliされている 弁別的 :f，!~\ として

は、球主主やチ汽ベJレに;i5t!tられたタワーがあり、

<''/ス令体的水手性と対比を止している



2-1-4.カリフォルニア大学パークレー校(CFU-BK)

カリフォルニア州バークレーにあるカリフォルニア大

学(Universilyof California)は、 1853年に創立され

(Con lra Cos la Acade田y)、私立のカレッジ・オブ ・カリ

フォルニアを経た後、州立のカリフォルニア大学として

再編される。

1873年の時点では学生数は 200人弱であったが、 1900

年には2000人にまで地加している・ 1。この組織の大規模

化に対応するために、当時この大学で教鞭を執っていた

メイヘック (BernardMaybeck)がマスタープラン作成の

ための設計競技の実施を提案し、ハースト (Phoebe

Apperson lIears l)・2がその資金を提供することによって、

1899年に大規僚な国際設計線技が実現している。審査員

にはメイベックをはじめ、コロンビア大学のウェア

(Wi 11 iam Ware)、フランスのエコール ・デ ・ボザールの

ガデ(Julian Gaudel)が含まれていた。 1897年に公表さ

れた設計競伎の募集要項は応募者に対して、ランドス

ケープと迎築がひとつのコンポジションを形成し、将来

的にもその空間構造が保持されるようなマスタープラン

の創造を要求している・3。いまや filll造されるべきもの

はひとつの都市、シティ・オプ・ラーニング(Cily of 

Learning)・'Jであった。

この設計線技は国内外の多くの建築家を魅了したが、

入賞案の多くはフランスのボザールで学んだ建築家たち

による壮大なものであった。また入1工業は、アメリカ人

による開欲的で広大な性絡のものと、ヨーロッパの建築

家によるよりコンパクトで都市的な性絡の案に大別する

ことができる・'01899年の設計鋭校案をもとに修正を加
えた、フランス人建築家ベナード(Emi1 e Benard)の案が

翌年、必優秀楽に選ばれている。しかし、彼は監督建築

家としてアメリカに留まることを拒否したため、かわっ

て 4等に入賞したハワード(John臼 1en Howard)がその

役割を担うことになり、同時に彼は建築学科の教佼に就

任している・50

ハワードは多くの建物の設計に挑わりながら、一方で

ベナードの設計競伎案と彼自身の案に基ーづくマスタープ

ランの作成をおこなった。そして、 1914年に現在のキャ

ンパスの骨絡となるマスタープランが作成される。
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2-卜5.カリフォルニア大学ロサンゼルス校(CFU-LA)

カリフォルニア州ロサンゼルスのカリフォルニア大学

ロサンゼルス校は、 1919年に創立される (LosAngeles 

State Normal School)。大学の敷地はノ〈ーモント

(Vermon t)にあったが、ムーア(Ernest c. Moore)の寄
悶により、ウエストウッド(Westwood)の現在の敷地を入

手し、 1925年 3月に移転している。同年 9月、新しい敷

地のマスタープランの作成が公式に開始され、ケルノ、ム

(George Ke 1 ham)が監督建築家に選ばれる・ 1。また、ア

リソン(DavidAllison)がエグゼクティプ ・アーキテク

ト(exectivearchi tect)という肩告で、ケルハムと協働

している・ 20 ケルノ、ムは1935年までマスタープラン作成

に関わり、その後、 1947年までアリソンがその仕事を引

き継いでいる。

1926年12月にケルハムによって作成されたマスタープ

ランでは、 40の建物が東西、南北のl車交するふたつのftli

綴によって統御されている。メイン ・エントランスは東

西納の東端に設けられ、この事Ii線上に大学空間の中心と

なるオープン ・スペースが形成されている。起伏に富ん

だ敷地形状に対して、強制的に軸線を重ね合わせること

によって、エントランスから中心空間へと至る過程で谷

間を横断するための係や、中心空間からその西側の低い

敷地へと至るための外部階段といった、建物以外の建築

的要素までも含んだ設計がなされている。このマスター

プランによって、それ以降の大学空間のiIJli木的精進が決

定される。

この7スタープランに基づいたru物の建設が1927年か
ら始まったが、それら個々の建物の設計はケルハムとア

リソンそれぞれに個別に任され、このふたりの建築家の

コラボレーションによって実際の大学空間が形成されて

ゆく ・30

係式的には、これらの建物はイタリアのロンバルテ'ィ

ア地方のロマネスク桜式(LombardRomanesque Sty le)で

u!てられ、イタリアの綴々な建物が参照されているけ。

この後式の選択は、ウエストウッドの資制や気候がイタ

リアのそれと似ていること、中出の大学発祥の地である

ポローニャとの繋がりを示すことによって、大学のアイ

デンティティーを建築的に表現しようと窓図したもので

あった・5。
MASTER PLANS FOR UCLA 
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2-ト6.コーネル大学(C附)

ニューヨーク州イサカ(1thaca)にあるコーネル大学

(Cornell Uni versi ty)は、 1869年に創立される。創立者

コーネル(EzraCorne 11)は「誰でも、 彼あるいは彼女が

望むL、かなる学問をも学ぶことのできる」大学という

「万能カリキュラム(allperpose curriculam)Jを提唱

し、多くの学生がこの大学で学ぶことを望んでいた・lo

彼の望みどおり、 1918年には既に学生数は5000人にま

で地加し、創立後50年間の自然発生的成長によって、大

学空間は後雑なものとなっていた ・20 ファランド

(Livingston Farr旦nd)・3が総長に就任した1920年、大学

は長期的視野に基づいた大学空間の整備に着手する。

1922年には大学計画委員会 (Uni vcrs i ty P lan 

Corrmi ssi on)が設置され、マスタープラン作成が開始さ

れている。また、翌年にはこの委員会をサポートするた

めの建築諮問委員会(Architectural Advisory Board)が

設けられ、それはランドスケープ ・アーキテクト、マニ

ング(WarrenManning)を含む 3人の専門家によって構成

されている・40

このような体制のもとでマスタープラン作成がおこな

われ、 1925年に長初のマスタープラン (Plan ror 

Dcvelopment or thc Univcrsity)が完成する。このマス

タープランの特徴のひとつは、敷地の広大さを生かした

機能ごとのゾーニングが比較的明確になされている点で

ある。 rクォードラングルJと呼ばれる既存郎分、 J1:1学

部、男女それぞれの居住部分、アスレチック ・エリアが

それぞれ独立したグループを形成しているため、計画委

員会がマスタープランを作成するのと並行して、各部分

の設計は複数の建築家に任されている・5。

このマスタープランの中で特に興味深いのは、既存の

クォードラングルの整備である。そこでは、オープン ・

スペースの北側部分に工学系の建物が訟かれ、その包凶

性が明確化される一方で、西側の斜而との境界部分に

「グレート ・テラス(great terrace) Jと呼ばれる基壇

が設けられている。これは創立以来の 「丘の上の大学(a

unlversi ty on a hi II)Jという敷地の特徴を明確にす

ることを意図したものであり、その表現として「アカデ

ミック ・アク ロポリス(anacade冊icacropolis) Jとい

っメタファーカサflいられている・60
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2-1-7.コロラド大学(CRU)

1876年、コロラ卜‘大学(Universi ly of Colorado)の最

初の建物であるオールド・メイン(OldMain)が、コロラ

ド州ボルダーに建設される。その後40年間に20の建物が

建設されるが、それらはマスタープランもなく、様式的

にも統一性のない自然発生的な大学空間であった・ o

1917年、入学定員を1200人から3000人に土問加するのを機

に、大学評議会は大学空間の再開発を決定し、フィラデ

ルフィアの建築家、クラウダー(CharlcsZ. Klauder of 

Day & Klauder)にマスタープランの作成を依頼する。
クラウダーは既に複数の大学で多くのゴシック様式の建

物を設計しており・ 2、大学側は同じくゴゾツク様式によ

る建物の建設を望んでいた・30

クラウダーはゴシックの建物によるマスタープランの

作成を試みるが、敷地の涜墳に対してこの稼式は適さな

いと判断し、他のスタイルを綴索する。最終的に彼は、

イタリアのトスカナ地方の山岳部市の建物のスタイルを

参照し、その 『ルーラル ・イタリアン・スタイル(Rural

Italian Style) Jによってマスタープランを作成する

川。参照した トスカナの山岳建築の特徴は、 i皮の設計し

た建物の切委や寄線、あるいは片流れが部分的に突出し

ながら不規則なスカイラインを形成している赤瓦の屋根

に援もよく現れている。しかし、制線によってシンメト

リカルに燐成された全体の平田Jf;に適合するように、こ

れらのピクチュアレスクな効果をもたらす屋般もまた基

本的にはシンメトリカルな秩序へと統合されている。

クラウダーは1919年にマスタープランを作成し、 2年

後にそれを一部修正している。大学空間全体はアカデ

ミック ・グループと男女それぞれのドミトリー ・グルー

プから成っている。アカデミック ・グループは東西制Iに

よって統御され、その両端は管理繰!と図書館によって閉

じられている。さらにこの主制Iに直交する南北制lが設け

られ、その河端に既存建物と医学名~が鐙かれている。そ

こでは、アーケードやロッジア、テラスによって建物は

連結され、さらに不規則な屋恨や鐙答が空間に抑湯を与

えている。女子寮は東側の槻lに向かつて開かれたクォー

ドラングルの構成になっており、これらと線路を隔てた

北東の敷地に置かれた男子察は複数の大きさの異なる

クォードラングルが複合した憐成となっている。
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いる 主要なモールの両側に同じ形態的u!物が反1l!

的に並べり 11.、輸の fJ，j~:品 lHl物によって 1'11 じられて

いる 男丈各ドミトリ ーではクすードヲングルが採

用さ札、 IIIiti-ilJ.::.小品つのクすードランクルの陵台

'ーよって情成さ札、後~-:よJI(端の1見I h'.{された.単一
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~) クァ ー ドラン Y ル:二よヮて litiþJtさ ILている

様式については、イタリアの山 ri..~ m;ifïのu!物のス

タイルが雲間され、汗別的~ki としては、 Jtj唱に用

いられているアーケードや口 yジ了、テラス、ま

た、複雑な1プIイラインを形成する部分的に突出す

る犀恨や鈍泌がある



2-1-8カーネギー ・テクニカル・スクール(CTS)

ペンシルベニア州ピッツパーグにあるカーネギー ・メ

ロン大学(CarnegieMe110n UniversilY)は、 1905年に

カーネギー ・テクニカル ・スクール (Carnegie

Technical School)として創立され、その後、 1912年に

カーネギー工科大学 (Carnegie lnsli lule of 

Techno logy)、1967年に現在の名称に改称される・10

1904年、ペンシルへニア大学の教授レアード(Warren

P. Laird)を中心に大学空間のマスタープラン作成のた

めの設計競技が計画され、同年 9月に公開設計鋭技とし

て実施される。この設計競技の特徴は、募集要項のタイ

トルが示すように、単に優れた案を募集するだけでなく、

その案を実現する建築家を選ぶことを強調している点に

ある・2。また、要項では必要諸施設の典型的平面形が事

前に示され、建物の全体配誼とその外観のデザインに提

案の重点が置かれている。公開設計競伎であったが、 5 

つの設計事務所が特別に招待され、全体として70前後の

建築家や設計事務所がこの設計競技に参加しているけ。

1904年10月に審査結果が発表され、パーマー ・アンド ・

ホーンボステル(Palmer& llornboslel)の案が l等を獲

得する・4。

大学空間全体は 3つの部分、すなわち講義室や実験室

のグループ、得物館や講堂、応用美術革I!のグループ、ウ

イメンズ ・スクール(womens'school)から成っている。

これら 3つのグループでは共通にオープン ・スペースを

阻むように建物が配されており、特に講義室や実験室に

よって凶まれた、なだらかに傾斜したメインのオープン

・スペースはキャンパスと名付けられている。そして、

東西に設けられたタワーがこのオープン ・スペースの制

緩の焦点となっている。また、敷地の起伏によってレベ

ル差のあるこれらのグループ問の境界邸分にはテラスや

階段、スロープが設けられ、それによってこれらグルー

プどうしは貌覚的な述続性を獲得していると同時に、空

間的に分節されている。

ホーンポステルは設計競技後、この大学の建築学科の

教綬に就任し、個々の建物の設計、設計競技案に基づく

マスタープランの修正をおこなっている。このマスター

プランの修正版では全体はよりシンプルなものとなって

いる。
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よって情成され.それりが述結さ札ることによって

全体が形成されている アプ';-j'ミyクグループでは

U!物のー却がオープンスベースに向かつて尖出し、

それらが柚ζ沿って反御手れ、モールの両端:1閉じ

っtLている 正た ンク lJJ，ーシコナルグループ:l

端ゲートが設!tら札、キャンパスのエントラン

スとなっている

印式については、古典主義IJJtが目:m::-tl、if別

的安正として:1.アカデミ yククループのモールの

両端に換I1の怯占と仕るタワーが白かれている



2-ト9デューク大学(DKU)

ノース・カロライナ州ダラム(Durham)にあるデューク

大学(DukeUniversilY)は、 1838年にランドルフ郡

(Randolph Counly)で創立され、 1859年にトリニティ・

カレッジ(TrinilyCollege) 、 192~年にデューク大学と

改称される。ジュリアン ・カー(JulianCar)とワシント

ン・デューク (Washi nglon Duke)の寄贈により、大学は

1892年にランドルフ郡からダラムの現在のイースト・

キャンパス(Easl Campus)の敷地に移転し、 4つの建物

(Easl Duke、WeslDuke 、AycockHa II、J証rvisHali) 

が建設されている。

その後、ジェームス ・デューク (JamesB. Duke)によ

る1924年の大学組織の改編に伴って、友子学生のための

イースト ・キャンパスとそこから 2マイル離れた、森に

図まれたウエスト ・キャンパス(WeslCampus)のマス

タープランの作成が、フィラデルフィアの建築家、 トラ

ムバウアー(IloraceTrumbauer)に依頼される・ I。 トラム

ハウアーの作成したマスタープランに基づいて、 1926年

から1928年にかけてイースト・キャンパスの建設がおこ

なわれ、続いて1930年にウエスト ・キャンパスの建設が

おこなわれる。

イースト ・キャンパスは、ヴァージニア大学と同綴の

鮒l線によって統合された空間構成をもち、 flh線の端部に

はその機能こそ異なるものの、ヴァージニア大学のロト

ンダ(Rolunda)に相当する講堂(BaldwinAudi lorium)が

白かれている。全体はジョージアン ・コロニアル ・スタ

イルで統一され、建物どうしはアーケードによって述結

されている。オープン ・スペースの両側中央官官に白かれ

たふたつの建物(Uni on、Library)が他のlli物よりもわず

かに後退し、空間にアクセントを与えている。

ウエス卜 ・キャンパスでは、ブラックパーン(Wi11 iam 

B 1 ackburn)カ〈、

fあたかもゴシックの集落がルネ yサンスの庭園に白

かれているようだ・'0J 
と評しているように、直交する 2flhによって形成された

主要なオープン・スペースをカレッジ ・ゴゾツク様式の

建物が囲み、その周回にクォードラングルが分散的に付

加されている。エントランスから伸びる納線の端部には

同じくゴシック緩式の壮大なチャペルが飽かれ、それと



直交する勅綴の両端にはオックスブリッジと同織のゲー

トタワーが置かれている。

デューク大学のこれらふたつのキャンパスは、当時の

アメリカにおけるふたつの典型的な大学空間の在り方を

同時に示している。前者が空間の明快さ、簡潔位、規則

性、開放性といったものを指向し、様式的にはジョージ

アン ・コロニアル ・スタイルによってアメリカ植民地期

の伝統的大学との歴史的連続性を表現しているのに対し

て、後者は事由線によって統御された規則的空間に多綴性、

不規則性、偶然性、複雑さといった性質を加味すること

によって前者とは逆のピクチュアレスクな建築効果を指

向し、様式的にはカレッジ ・ゴシックによってイギリス

の伝統的なカレッヅとの歴史的連続性を表現している。

このふたつのキャンパスにおける建築的効果の相異は、

フランクル(PaulFrankl)によって定義されたルネサン

スとハロックの建築の可視形態の相奥、すなわち「像の

単一位」と「像の多様性Jの相奥を想起させるものであ

る・30

この対照的なふたつのキャンパスが、ひとつの大学で、

ほぼ同時期に、しかもひとりの建築家の手によって創り

出されたという点において、テeューク大学はアメリカの

大学建築の歴史において特異な位置を占めている。また

同時にそれは、当時のアメリカの大学空間がこのふたつ

の基本的スキームのいずれかによって構成されていたと

いう事実を端的に示している。
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が軸方向に拡大された、!ii.ーの舶による構成となっ

ている 同じ形式の也物が怖に沿って反復され、両

側中央誌の也物がヒァトパ yクづることによって杢

IlI/にMt弘治t与えらiLてし、る J また、4岨のJ:f!;.I.!J.にlよ

ヴァージニア大学同慌のuトンダが位かtLている。

保氏については、個々のill物の対材:性を強調した |

ジョージアン係式が採用され、弁別的要点として

:主、建物を連結するアーケードが則いられている。
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的止例である
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2-ト10.デニソン大学(DSU)

オハイオ州グランヴィル(Granville)にあるデニソン

大学(DenisonUni versi ly)は、パプテイストのための教

育機関として創立される。グイランヴィルはオハイオ州

の中央に位践し、マサチューセッツ州のグランヴィルか

らの移住者によってつくられた都市である。古代ローマ

に似た、 7つの丘に跨がるピクチュアレスクな土地がこ

の大学の敷地として選ばれる・1。そして、約1000人の学

生の収容を目的とした建物群を秩序づけるためのマス

タープランが、ニューヨークの建築家、プルンナー

(Arno 1 d W. Brunner)とオルムステッド(Frederi ck Law 

o lms led)によって作成されている。
大学空間は大きく 3つの部分から成っている。敷地中

央に置かれたアカデミックな部分とその東西に配された

男女それぞれのための居住部分である。全体としてこれ

らの建物は、敷地の形状に合わせて屈曲した l本の線上

に誼かれている。しかし、同時期の他大学と比較すると

その敷地形状によって、大学空間全体は変化に富んだピ

クチュアレスクなものになっている。また、様式的には

これらの建物は、ニュー ・イングランドの歴史的伝統を

継承したジョージアン・コロニアル・スタイルで建てら

れている。

アカデミックな部分は、東西前hによって統御された

オ プン ・スペースとそれを悶む 5つの建物、さらに勅

の西端に白かれた図書館によって締成されている。図主1

館はヴァージニア大学やコロンビア大学と同綴のドーム

を競いたモニュメンタルなものとなっている。このアカ

デミックなグループと緩やかな谷を侠んで対的するよう

に講堂、女子体育館、音楽観:によって構成されるグルー

プが配されている。このふたつのグループはそれらをロ

いて統御する制l線によって視覚的連続性を獲得しており、

UCLA同媛、ここでも不規則な敷地に対して、規則的な秩

序を重ね合わせる手法を見ることができる。

居住郎分は、基本的にクォードラングル的な空間構成

になっており、それを引き延ばし、屈曲させることに

よって敷地形状に適合させている。また、クォードラン

グルを構成する建物どうしはアーケードやコロネードに

よって連結され、それらは緩式とともに空間全体に統一

感をもたらしている。
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2-1-11.ハーバード大学CIIVU)

マサチューセッツ州ケンブリッジCCambri dge)にある

ハーハード大学CllarvardUniversilY)は、 1636年にアメ

リカ段初の大学として創立される。従l民地JQJ以来、大学

は漸次的な敷地の鉱娠をおこない、大学の起物も緩やか

に地加していった。 18世紀初頭には、イギリスのクォー

ドラングルのように、建物によってオープン・スペース

を閉む形式が係用され、それはこの大学の空間形成の伝

統的特徴となっている。しかし、一体の述続した建物で

はなく、漸次的に建設された独立した建物によってオー

プン ・スペースが閉まれている点がイギリスと奥なって

いる。 1812年にはプルフインチCCharlesBulfinch)に

よって、将来の建物も含んだ計画的な建物配置が提案さ

れており、これはアメリカで段初のマスタープランのひ

とつと考えられている・o

19世紀後半になると、その自然発生的な成長によって

大学空間は、綴式的にも建物配置に関しても混乱した様

相を呈しており、 1896年にはオルムステッド ・ファーム

COlmsled firm)とマニング(仇rren11. Mann i ng)によっ

て、大学空間鐙備のためのマスタープランが作成されて

いる・2。このマスタープランでは制緩iに法づいて、でき

るかぎり建物をシンメトリカルに配することが促案され

ている。しかし、この提案は実現されず、その後の展開

においては制l記長やシンメトリーよりもむしろ伝統的な

オープン ・スペースを閤む形式が大学空間形成の主題と

して追求されている。

ノ、ーバード大学は大学空間と都市空間の関係において、

アメリカの大学の中ではヨーロッパ的である。市i次的に

敷地の鉱張をおこなってきたために、その敷地は分散し

ており、大学の全体性は復数のグループの近H~性によっ

てのみ成立している。そして、それぞれのグループはそ

れぞれの方法によって大学空間を形成している。ハー

バード ・ヤードCllarvardYard)を中心とする他民地期以

来の敷地では、周辺環境の都市化に伴い、 1924年から

1930年にかけて敷地境界部分に建物を建設し、領域の明

確化がおこなわれており、その結果、これらの建物と既

存建物によって四面を図まれたクォードラングルが形成

されている・30

また、 1908年に設立されたビジネス ・スクールの組織



的鉱大に伴い、大学はチャールズ川対岸の敷地を購入し、

1924年と1925年に、マスタープラン作成のための二段階

の設計競技をおこなっている・ 40 第一段階の公開設計競

技で 6人の建築家が選ばれ、第二段階ではこれらの建築

家にさらに大学と関係の深い 6人の紹待建築家が加わっ

て、審査がおこなわれた・ 50 この設1!1競技の特徴は、事

前に必姿諸施設の典型的な平而JlJが募集要項の中で示さ

れ、建物配置と建物の外観デザインに提案の重点が置か

れていたこと、またアカデミックな施設と同織に居住施

設の重要性が強調されている点にあった・6。さらに居住

施設に関しては、募集要項の中でクォードラングル型が

望ましいと明記されている・ 70最終的にマッキム・ミー

ド・アンド ・ホワイトの案が選ばれ、部分的修正の後、

1928年に全体の建物が建設されている。

さらに、大学の組織的:i1I代化に伴し、附加した学生のた

めの居住施設の建設がこの時期に急速に進められた。大

学はチャールズ川沿いの敷地(soulhyard)を購入し、そ

こに建設する建物の計画案作成を複数の建築家に依頼し

ている・ 80 1913年にはゾエプリー ・ルータン ・アンド ・

クーリ yジ(Shepley，Rulan & Coolidge)によって、新

人生のための 3つの建物が建設される・ 9。さらに1928年

の「ハウス ・システム(housesys lcm) Jの導入に伴って、

大学はさらに1925年から 1931年にかけて複数の建物

(houses)を建設している・川。これらは組織的にも建築

的にもイギリスの伝統的カレッジに倣ったものであり、

これらのlli物はクォードラングル型の構成となっている。

ちなみに、ハーハード ・ヤードの敷地境界に迎てられた

建物も居住施設不足に対する対応であった。

大学はこれら以外にも、ボストンにあるメテ'イカル ・

スクールや大学の女子部にあたるラドクリフ ・カレッジ

(Radcliffe COllCgC)等において、個別的な空間形成を

おこなっている・11 。それらはいずれも単体建物の単な

る集合ではなく、建物1洋がオープン ・スペースを阻むと

いう、この大学の伝統的な形式を踏襲している。特に、

メディカル ・スクールではヴァージニア大学に倣った

モール ・タイプの空間情成が係周されている。
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大学 Harvard University， Business School 資料J肝号 HVU-BS06 
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グルによって!再}ι5れている アプ'J-""ミック Yルー

ゾlよ、 51!，7.した H~物よって情成されており、 -

Jj. ドミトリ ーグループ;よイギリスu';なーII:u'Jせ物

によって情成されている ，jilti-lよアメリプJ的伝統で
ある 1~lh引のな形Aを断筏 し、さらにそこにンンメト

リカルな r)Jf:~ 付与したものであり、後者:lイギリ

スの伝統である f~Jj員的な形式1-~占拠 し、敷地形状に

沿った不登形なものと屯っている

様式については、ジョ ー ジアンコロニγ ル I，~式が

保mされている

タイプの時々る，nたつのクナ ω ドラングルを綬合

した典出的{刊である
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λ;学 Harvard University， Dormitory Group 資け晶号 HVU-DG 01 
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形態的特徴

雫lilJf昨成二ついては、 m;主的独立したクナードラ
ノゲルがチヘールズ 111 に沿って j丘 r~的に配位 Z れて

いる う位地形状とその1立ii't~. ，:応じて ~~a立の 7 ォード

う/グルのヴァ')J二一ンヨノを観察寸ることがでさ

る すなわち、川:~1m したらのはその聞が1;;1欣され

た情成をとり‘ I面しんいらのは['11鎖的な情成になっ

ている また敷地形状によって、ふたつのクナード

ランゲルの阪合されたもの.不!~形々 L のがU ú:i'

る

n式については、ジョージアンコ U ニ γ ル~'f<^ ヵr

1"用され、弁明!的要点として:J:..r.ントラノス上訴あ
るいは倒のt良市に錆憎が設けら1している

独立した波数のクずードラングルがjÉ l;'f~Ü緩や

かな民合体が形成与れた代去的例である
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2-1-12.イリノイ大学(1NU) 

イリノイ州アーバナ (Urbana)にあるイリノイ大学

(University of Illinois)は、 1868年にイリノイ・イン

ダストリアル・ユニヴァーシティ (1llinoisIndustrial 

University)として創立される。創立当初、大学機能は

すべて皐体の建物に収容され、その後、 1874年に建設さ

れたユニヴァーシティ・ホール(Universi ty Hall)もま

た、教室、オフィス、図書館、チャペル、自然史博物館、

工学建築侍物館、アート ・ギャラリーといった主要な大

学機能を収容していた・I。その後、多くの建物が樽i次的

に建設されてゆくが、それらはオープン ・スペースを緩

やかに囲む伝統的な方法で配置され、それぞれの建物の

スタイルも様々であった・20

20世紀に入ると、数人の建築家によって複数のマス

タープランが作成されるが・3、その目的は既存の教護学

部のグループの改善とその南側1)の敷地の開発にあった。

1907年、大学は監督建築家の絡を設け、ジェームス・ホ

ワイト (JamesM. wh i tc)がその織に就いている。

このように大学空間笠備のための体制が徐々に鐙えら

れていったが、それが本絡化するのは1920年代になって

からである。本俗的なマスタープラン作成を依頼する辿

築家選定のために、 1923'-1ごに大学は 4つの設計事務所

(Charles A. Platt、McKim.Mc孟d& White、Delano& 

Aldrich、JohnRusscll Popc)と百i媛をおこなっている

川。結局、プラッ トが選ばれ、 1927年にホワイトと共同

でマスタープランを作成している。

このマスタープランは、既存ffi5分ではユニヴァーシ

ティ ・ホールを取り綾し、全体の鮒l性を強調するように

焦点となる建物を建設し、南側の敷地では既存部分の軌

を延長し、その両{]lIJにクォードラングル型の建物をグ

リッド状に並べるというものであった。さらにプラット

は「究極(uI t imate) Jのマスタープランと題して、南側

の敷地において既存の軸とそれに直交する勅によって全

体が統御され、 さらにクォードラングルがグリッド状に

地嫡し、展開する案を作成している。

プラットは1922年から1928年にかけて、実際の建物の

設計もおこなっているが、そこで彼は建物のスタイルと

してジョージアン ・コロニアル ・スタイルを採用し、大

学空間全体の綴式的統ーをはかつている。
MASTER PLANS FOR UNIV. OF ILLlNOIS 
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2-1-13ージョンズ ・ホプキンス大学(JHU)

メリーランド州ボルチモア(BaIl i more)にあるジョン

ズ・ホプキンス大学(JohnsHopkins Universily)は、

1876年にドイツ的な研究中心の大学として創立される・ lo

創立当初、大学はボルチモアの中心部に位鐙しており、

いわゆるビルディング ・ユニヴァ ーシティであった。

施設と学生数の地加に伴い、大学はボルチモア北部の

新しい敷地を入手し、漸次的に移転する。この新しい敷

地の開発にあたって、大学は諮問委員会・ 2を設鐙し、さ

らに1904年に 5つの設計事務所を招いてそのマスタープ

ランの設計競技をおこなっている・30ノぞーカー ・アンド

.トーマス(Parker& Thomas)案が最優秀案として選ば

れるが、資金不足のためにさしあたって建設されたのは、

ふたつの他物学研究棟のみであった。

1912年、さらなる開発のための資金が確保され、新た

なマスタープラン作成カ〈パーカー・アンド ・トーマスに

依頼される・ 40 このマスタープランに基っき、1912年か

ら1929年のあいだに、パーカー・アンド・卜ーマスを含

む複数の建築家によって 9つの建物が建設される・ 5。

設計鋭校のマスタープランでは、敷地前面のチャール

ズ・ストリー トから斜めに延びる制!とその直交樹lによっ

て全体が統御されており、全体は、ふたつの納の交差す

る正方形のオープン ・スペースによって統合されたアカ

デミァク ・グループ、その南側の前hによって構成された

サイエンティフィック ・グループ、チャールズ・スト

リー卜に而するレゾテ'ンシャル ・グループから成る。

1912年の修正案では、 iffiりと丞直あるいは平行になる

よう申1h絞の角度が修正され、正方形のオープン ・スペー

スは通りと直交する軸線上に焦点とはる建物(GiIman 

Hall )を置くモール ・タイプのものに変更されている。

さらにその北側に新たに学郎生用の建物のグループが誼

かれる。建物はアーケードによって連結され、敷地の起

伏に合わせて外部階段が設けられている。この新しい敷

地には19由紀初頭に建てられたジョージアン ・スタイル

の住宅・6が現存しており、大学の建物もこの住宅と調和

するように同じスタイルで建てられた。

また、 1924年にはメイン ・エントランス正面のドーム

を戴いた建物の計画案がポープ(JohnRusse 11 Pope)に

よって作成されている・70
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ォープノスベースの両側には同じ形式のili物がふた
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2-ト14. マサチューセッツ工科大学(UIT)

マサチューセッツ州ケンブリッジ(Cambri dge)にある

マサチューセッツ工科大学(MassachusettsInstitute 

or Technology)は、 1861年に工学に重点を置く大学と

して創立される。創立当初、大学はポストン(80Ston)に

あり、固有のまとまった敷地をもたないビルディング・

ユニヴァーゾティであった・o

その後、大学はチャールズ川対岸のケンブリッジに新

しい敷地を入手し、 1913年、ポスワース(WilliamW. 

Bothworth)によって2000人の学生を収容するための大学

空間のマスタープランが作成される・ 20 大学はアカデ

ミック ・グループとレヅデンシャル・グループのふたつ

の郎分から成り、それらは敷地の南側のチャールズJlIに

而するように配され、敷地の北側部分は将来の地築のた

めに確保されている。

アカデミック ・グループは将来のWI築部分も含めて、

基本的に単体の、あるいは一体化された起物となってい

る。これは伝統的な大学空間における矧型のひとつであ

る「ランドマーク・タイプJが近代的に発展したものと

考えることができる。全体は中心f11Jとドームを戴いた中

央の図1!i館によって統御されたゾンメトリカルな構成と

なっている。この一体的建物(single-buiIding parti) 

の係用の理由のひとつとして、建物内部のサーキュレー

ンョンに重点を飽いている点が挙げられる。この建物内

部を11<.illl続的サーキュレーゾョンは、現在でも「無限

の廊下(inrinite corridor) Jと呼ばれている。

このI巨体建物のスキームと並ぶ主要なテーマが、建物

に姉入されたコートである(court schcmc)。すなわち、

川に向かつて聞かれたメイン ・コー卜 (courd'honneur) 

とそれに付加的に設けられたふたつのより小さなコート

が建物の南部分に何人され、将来上旬築部分には保光のた

めの後数の中庭が何人されている。

機式的には、簡素化されたイオニア ・スタイルが用い

られており、 2趨瀬のオーダーの併用によって、メイン

・コートを阻む中央郎分が強調されている。また、建物

間部に設けられたパヴィリオンや建物入口を強調するポ

ルテイコが空間にアクセントを与えている。このイオニ

ア・スタイルの採用は古代ギリシアへと通じる「永遠

性Jの表現であった・3。



.k'!i宇 Massachusetls Inslilule of Technology 資H~r it MIT 01 

マスタープラン Plan of :¥"ew Tcchnolog~ Propt:'rly Cambridgc. .¥Iass 

設計也設 1913 

辿築~< ¥¥'illiam ¥¥rdks Bos机orth

基本集合単位/単位形態

一 戸 ...- .-.-，一

=戸==========

MALL 

基本集合単位/集合形態

~， 

一一 一
.列2

"-' 一・ー
護側，

ー
叉筆望

MALL 

... 

...， -‘ーー

.一 ・・_"
ω鳩山 O川 A 山町

三日五
OUAD阿ANGLE

「ー固
易型
」ーー』一一一...J

~予。

E曾祖，

aUADAANGlE 

形態的特徴

こニニコ ，"，，0後"は四、.，~.
山田tlve9lement

，.， 
SCd!8 _ 1 10醐

空間情)，Jd~1唱しては、数地形jJ.、によって全体的輸

，~;が決定され . そこに r1!数の中庭が仲人与れた 1昨成

とt，っている ザ「ー jレズII[に["1かつてメインの
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~'H!J1 を.f.i.'点と 1 ゐンノメトリ 7J ルで 、 ブ チー γルな

Lのとなっている

株式に閉して:よ、主主[[↑生と..1('['性を強調した01υJ

化されたイオ ニアスタイルがtlillJされ、全体情成同
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2-1-15. ミネソタ大学(MSU)

ミネソタ州ミネアポリス(Minneapo 1 i s)にあるミネソ

タ大学(Univcrsilyof Minnesola)は、科学、工学、医

学に重点を置く 州立大学(TheSlale Universily of 

Minnesola)として創立される。ミシシッピ川左岸に位

認する大学空間では創立以来、自然発生的に建物が建設

されていた。

20tQ紀初頭には学生数は5000人に達し、大学は既存敷

地に隣後する南倒IJの敷地を入手する。この新しい敷地は

その西側と南側をミシシッピ川が流れ、川に向かつて緩

やかに傾斜するという地理的特徴をもっていたが、同時

に 3本の交通路が敷地を償切るという灘点を抱えていた

・J0 1908年、大学は20の設計事務所を招いてマスタープ

ラン作成のための設計競伎をおこなっている・20

この設計競伎によってギルパート(C♀ssGi Iberl)がマ

スタープラン作成を任される。彼の案は、敷地形状に従

いながらも、道路や敷地南端では部分的に人工的な基担

を設け、その上に南北申UJによって統合されたモールに沿

うように建物を配するというものであった。事h線の両端

には焦点となる建物が置かれ、特に南端の建物はドーム

を戴いたシンボリックなものとなっている。

1910年の修正案では、 者hの南端の建物は取り去られ、

川に対して開かれたオープン ・スペースが形成されてい

る。さらに河岸との高低差を利用して野外劇場とボタニ

カル ・ガーデンが設けられている。また、機能的には、

敷地北$1こは講堂、図苫館、音楽堂、中央には科学、工

学関係の建物、南部には天文学、医学関係の建物が配さ

れている。舶の北端に誼かれた講堂にはギリ ンア神殿風

のデザインが施され、設計鋭校案よりもその象徴性が地

している。

キ・ルパー トの仕事はマスタープランの作成、すなわち

敷地形状、延泊、基本的なlli物のタイプとその配置の決

定のみであり、個々の建物の設計は他の建築家に任され

ることになっていた・30 これはこの時期の多くの大学で

見られる現象である。大学空間を偶成する際の基本的方

針あるいは原理を決定することがマスタープラン作成の

主要な目的であり、個々の建物の設計および建設はその

後の資金調達や綴能的必要に応じて漸次的におこなわれ

た。
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~問 1111戒に関しては、南方に向かつて緩やかに傾

斜したモールによってキセンパスの基本的骨怖が決

7包され‘それと予行するように副次的なグループが

"L~ れている モールの[占IJ:.iijには熊山となる建物が

i町かれ、 rti側の配分ではモールの中日が拡張され広場

的 1~~1111が形成主れている。 モールい沿って同じ形

式のU!物が反1立与れ.それらはコロネードによって

1生手llされてし、る

係式に閉しでは、古典主義係式が採月J.されてい

る 7内1'81J的25dとしては、輔の南端に白かれたドー

ムを厳いたロトンダ的仕建物や、建物を連結するコ

口 J、ード、ミンシ y ヒ. 河 t~~へと続く外fiG階段、広場

中央にJl(tられたオベリス?がある



2-ト16 ペンシルベニア大学(PSU)

ペンシルベニア州フィラデルフィア(Philadelphia)に

あるペンシルベニア大学(Universityof Pennsylvania) 

は、 1755年にカレッジ・オプ ・フィラデルフィア

(College of Phi ladelphia)として創立される。大学は

1872年に現在の敷地に移転し、そこではアメリカの伝統

である漸次的な建物の建設によって大学空間が形成され

る。この大学はアメリカン ・ボザールの中心であり、こ

こで教縦を執っていたクレ(Pau1 P. Cre l)やレアード

(Warren P. L品ird)はしばしば他大学のマスタープラン

作成に関わっていたが、不思議なことにその手法がこの

大学で適用されることはなかった・o むしろこの大学は

クォードラングルの形式を用いたドミトリー建設によっ

て、アメリカ近代におけるキャンパス形成に少なからず

影響を与えている。

1894年、大学は学生居住のためのドミトリーの建設を

計画し、同じフィラデルフィアにあるプリンモア ・カ

レッジに助言を求めている・らそれによって当時プリン

モア ・カレッジの建物の設計をおこなっていたコープ ・

アンド ・スチュワードソン(Cope& Slcwardson)に、こ

の大学のドミトリー ・グループの設計が依頼される。郊

外のプリンモアにおいてイギリスの伝統的クォードラン

グルを参考にしながらも、 敷地続界に沿ってうねる線状

の迎物という独自の手法を鹿関していた彼らは、都市部

にあるペンシルベニア大学においては完全に閉じたク

ォードラングル型の建物を設計している。不整形な敷地

境界に沿うように建物が誼かれ、その内部では空間が複

数の大小のコートに分節されている。彼らは不整形な敷

地の特性をうまく利用して、全体のピクチュアレスクな

建築的効果を創出している。

様式的に(;1:17世紀イギリスのテューダー・スタイルや

ジヤコビアン ・スタイルを俊合した綴式が係周され、弁

別的要素としてイギリスのケンブリッジ大学のゲート・

タワーがエン トランス部分に用いられている。また、

コート問の筑界部分にはアーケードやゲートが設けられ、

さらに敷地のレベル差を利用したテラスや外部階段が形

成されている。このドミトリー ・グループの建設は1905

年に開始され、ほほ半世紀後の1954年にようやくそれは

完成する・3。
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~fm構成に関しては 、 不rt形な敷地形状に沿って

連続した悠物によって空間の佑-711が規定され、その

内部:士分別され、大小5つの閉鎖的な7ォードラン

グjレが怯合した11111止となっている

f;正式に関しては、テュータ一線式あるいはジャコ

ピアノ係式が10'、られ、f.:地の不登形さら手伝って

全体としてピタチコアンス?な建築的効果が創出さ

れている 弁別(i~'ll'，{t としては 、 :4: I I1 J の j草入点やふ

たつの7ォードラングjレの迎結占に設けられた.イ

ギリスの伝統的カ，，/';1 ジに倣ったゲートタワー‘:4::

r.aを分節するアーケード、敷地の高|止itを利用した
外郎階段やテラスがある



2-ト17. プリンストン大学(PTU)

ニュージャージー州プリンストン(Pri nceton)にある

プリンストン大学(PrincetonUniversi ty)は、 1746年に

カレッジ ・オプ・ニュージャージー (Collegeof New 

Jersey)として創立される。 1896年に現在の名称に変更

され、それと同時に大学の組織的、空間l的豊臣備が開始さ

れる。

この空間的墜僚の鴨矢となったのは、 1897年から1903

年にかけて建設されたドミトリーと体育館であった・ l。

その設計を担当したコープ ・アンド・スチュワードソン

は、プリンモアで用いた手法、すなわち敷地境界に沿っ

てうねる線状の建物によって、大学の領域を明確にし、

外部環境から隔際された自律的空間を形成する手法をこ

こでも採用している。それらはカレッジ・ゴシック様式

で建てられ、敷地へのエントランスとしてイギリスの伝

統的なゲートタワーが設けられている。

1902年、ウィルソン(WoodlowWi Isom)がこの大学の総

長に就任し、大学空間の整備は本格化する。彼はイギリ

スの伝統的カレッジの在り方を大学のひとつの理想と考

えており、このウィルソンの考えを反映するように、カ

レyジ・ゴシックとクォードラングルがこの時期の大学

空間の主題となっている。 1906年、大学はクラム(Ralph

Adams Cram)にマスタープラン作成を依頼し、さらに彼

を監督建築家(supervisingarchitecl)に任命する。ク

ラムは1907年から19251下の問に 3つのマスタープランを

作成している・2。これらのマスタープランでは、中央部

において大学の記念碑的建物であるナッソウ ・ホール

(Nassau lIa 11) を焦点とした全体を統合する南北車~を形

成し、一方、大学空間を構成する個々の部分ではクォー

ドラングルを形成するというものであった。クラムの役

割はこのマスタープラン作成にあったが、同時に彼は複

数の建物の設計もおこなっている・ 30特に彼の設計ーした

グラデュエイト ・カレッジ(Graduale Co 11 ege)は、この

大学における蛋初の本格的なクォードラングルであった
.， 。
このクラムのマスタープランに基っきながら、実際の

多くの建物の設計をおこなったのは、クラウダー

(Charles Z. Klauder)であった。彼は複数のアカデミッ

クな建物も設計したが、彼の携わった建物の多くはドミ



、1

トリーであった。実際、この時期には数多くのドミト

リーが建設されており、それはレジデンシャル・カレッ

ジ(residenlialcollege)を理想とするウィルソンの考

えを反映したものであった・ 5。当然、ここでもクォード

ラングルが主題となっており、敷地の北西院に鎧かれた

ホルダー(llo1der)、マジソン(Madison)、ノ、ミルトン

(Harni llon)の各ホールから成る、新入生のためのレジデ

ンシャル ・コンプレックスは、イギリスの伝統を継承し

た本絡的なクォードラングルである・ 6。

クラムやクラウダーによるこれらイギリスの伝統を継

承した本絡的なクォードラングルに対して、敷地南西部

のドミトリー ・グル プでは、クラムやクラウダ一、さ

らにザンティンガー ・ポリー・アンド ・メダリー

(Zanlzinger， Borie & Medary)によって、クォードラン

グル形成の独自の手法が展開されている・ 7。それはコー

プ・アンド ・スチュワードソンの線状のうねる建物を手

掛かりとし、それに対して閉じく線状の建物を連歌的に、

次々に白いてゆくことによって、これら建物のあいだに

クォードラングル的な閉まれたオープン・スペースを形

成するという手法である。イギリス的なクォードラング

ルが限舵され、固定化された空間を形成しているのに対

して、これらのクォードラングルでは次々と述続する

ゾークエンシャルで流動的な空間が形成されている。

このように、クラウダーは1910年から1932年の聞に20

弱の笑際の建物の設計に挑わり・8、大学空間援備の主題

であるカレッジ ・ゴンックとクォードラングルによる空

間形成が追求された。また、 1930年、クラウダーはクラ

ムの後を受けて新しいマスタープランを作成している。

そこでは、基本的にクラムのスキームが継承されている

が、鉱張された西側IJの敷地ではさらにクォードラングル

の増殖が提案されている・90

プリンストン大学におけるこれら一連の空間形成につ

いて、ターナーは次のように述べている・ 100

fプリンストンはこの時則のカレッジ教育における多

くの保守的傾向を体現している。そして、そこで建設

された建築は、おそらくこの時期の他のカレッジ ・デ

ザインにもまして、これらの理想を十分に表現したも

のであった。 J

円割凶 ACram 1田8

i J本州
「削

Ra!p'、 ACram 1911 

v 

同"凶 AOam1925 

V 

与叫晶

己ii濁l
=」工土11望引

MASTER PLANS FOR PRINCETON UNIV 



大学 PTU 04 資料番号Princeton University 

λPlan for FUlUfC Dc、elopmcnlマスタープラン

1930 設計雄投

可
げ
山
勺
記
官
.PFt
Ji:日

Charlcs Z. Klaudcr 

-
争
仲
E

hr-

イ1
~ I千-;M|・4d〉ト曹
工___L J I 

建築家

ー-..... 
-コ""，，0骨 d叩 ensooce 
こ二コ 問問抑制酬刷

一一_ aXls 
scale • 1 10000 

形態的特徴

~間構成に関して~j:，中・L認ではナッソウホール

によって組定される唱曲線が延長され、既存建物と新 |

たに民架されたill物によって規定されたフォーマル |

なモール的空間が形成ιれているう一点、敷地周縁

郎では白i!U9でインフォーマルな段数のクォードラ l 
ングルが形成されている 特にモールの西側に位ill

するドミトリーグループではつね りながらfiIl展する

線状の ill物によって、 ~U目的連続性を備えた少ォー

ドラングルの集合14:が形成されている。さらにその

西側では採状の悠物によって~問が規定され、それ

が複数の託分に分割された陵合的在クォードラング

ルが形成されている 3

株式Fこ関しては、カ/ツジゴシ γク線式による全

体の統ーが意図されている p 弁別的2533としては‘

空間的進入町や結節ぬにイギリ λの伝統的カンァジ

に倣ったゲートタワーが設けられている v

44些 11

主国 |
二二」
告;もll|
二国 11

慨に
一…一……一宏一

一日
………一一一…一肌

一±
す
一一工一一基本集合単位/集合形態

r~ 三j

z-T 
-Z「



2-1-18 ウエスタン・ユニヴァーシティ・オプ・

ペンシルベニア(PWD)

ペンシルベニア州ピッツパーグ(Pi llsburgh)にあるピ

ッツパーグ大学(Uni vers i ly of P i llsburgh)は、 1787年

にウエスタン ・ユニヴァーシティ ・オブ・ペンシルベニ

ア(WeslernUniversilY of Pcnnsylvania)として創立さ

れる。大学は施設の治加に伴って、オークランド

(Oak I and)丘陵部の43エーカーの土地を入手し、 1908年、

この敷地に形成されるキャンパスのマスタープラン作成

および段初に建設される鉱物学部の建物の設計に関する

公開設計競技をおこなう。

ペンシルヘニア大学の教授レアード (WarrenP. 

Laird)を中心lこ設計競技の準備が進められ、また特別

に2人の建築家(Lord& Hewlell 、GeorgeB. Pos l)が

この設計競技に招待されている。募集嬰項に明記されて

いるように、この設計競技は全体のマスタープラン作成

と汲初の建物の設計および'iiii.理をおこなう建築家選定を

その目的としていた・ i。そして、マスタープラン作成の

目的は「主として有機的全体を形成するグループに建物

群を織成する・，Jことであり、そこでは個々の建物の内

部構成は求められ昔、ただそれらの全体配置と外観デザ

インのみの提案が求められていた。また、母初に建設さ

れる鉱物学部の建物については、線準的な平面計画が嬰

項に示されている。

審査の結果、パーマー ・アンド ・ホーンボステル

(Palmcr & lIornboslcl)案が l等を獲得している。彼ら

はその 4年前におこなわれた、この大学に近いカーネギ

ー・テクニカル ・スクールの設iil鋭校でも段優秀案に選

ばれている・30 彼らの案は丘状の敷地に沿ってギリシア

神殿風の建物が並ぶモニュメンタルなものであり、それ

はコーネル大学で用いられたメタファ一、 「アカデミッ

ク・アクロポリス(academicacropolis)Jを想起させる。

入選案の全体的傾向として、丘頂都の平坦な部分にモ

ール ・タイプの主要な空間が構成され、その北側および

東側にドミトリー等のクォードラングル、さらに斜面部

分には後数の単体建物が敷地形状に沿って配されるとい

う共通の特徴が見られる。また、機式に関しては、 1等

案のグリーク ・リヴァイハル的なものからゴシック的な

ものまで多額一多緩である。
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住物の長辺がオープンスベ スを囲むという対比的

な効来がi印H品されでいる。南北方向のモールの焦点

には建物が世かれ、'i1I1の多端にはゲートタワーが設

けらiLているコ

係式に1兇しては、カシ yシゴン Yク様式が採用さ

れ、7f別的');'1.(としてJ土、モーJレ全体にわたって建

物を連結するアーラードが設。すられている
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形態的特徴 | 
杢間構成に附しては、モーんと一方向に拡張され |

た品たつのクナードランゲルの連結された情成と

北っている モールとふたつのクォ ードラングJレの

述結gr.に，)i:.(.的安1111が形成主れ、それがモールの空

間l的焦市と々っている また‘モールの多端には

ゲートタワーが設けられ、オープノスベーλの両側

に独立した建物が反復的に配置されている。クォー

ドラ/グルではill物の7 ッスの凹凸によって空間が

緩やかに分節されている

!l式:こ問しては、 ゴシ γク様式が採用され、弁別

的要素として:土、ゲートタワーが用いられている



2-1-19. ライス大学(RCI)

テキサス州ヒューストン(Houslon)にあるライス大学

(Rice UniversilY)は、 1912年に創立される。創立に先

駆けて、初代総長ロベット (EdgarOde 11 Lovell)のもと

この新しい大学のための敷地の入手、キャンパスのマス

タープラン作成を依頼する建築家の選定がおこなわれる。

また、ロベットは1908年から翌年まで国内はもとより、

ヨーロッパ、さらには日本の大学の視察をおこなってい

る。

1908年から1909年にかけて大学はヒューストン市中心

部から南へ1.5マイル離れた、約 280エーカーの土地を

入手し、 1909年にはマスタープラン作成を依頼する建築

家選定のために、複数の建築家と面按をおこなっている

・o そして、段終的にクラム ・グッドヒュー ・アンド ・

ファーガソン(Cram.Goodhuc & Ferguson)にマスタープ

ラン作成が任される。

彼らは1909年から1910年にかけて、長初に建設される

べき 4つの建物・2を含む、全体のマスタープランを作成

している。このマスタープラン作成の過程で興味深いこ

とは、クラム(Ra1 ph Adams Cram)率いるポストン事務所

とグッドヒュー(BerlramGrosvenor Goodhue)率いるニ

ューヨーク事務所が互いに議論を交わしながらも、それ

ぞれ伺別に集を作成している点である・ 3。

1909年 9月、ホ'ストン事務所は 3つの案を、またニュ

ーヨーク事務所は lつの案を大学に提出している・4。い

ずれの案も中心部に広大なモールを形成している点は共

通していたが、敷地形状との関係、副次的な建物のグル

ープ、エントランスの位置、空間の開放性や規絞の点で

異なっていた。また、翌1909~ド 10月には、両事務所とも

大学の妥求に従って修正案を作成している。

1910年になるとふたつの事務所の案が統合され、さら

に弱冠の修正が加えられて、 7月に最終的なマスタープ

ランが完成する。全体はアカデミック・グループの主要

なモールと、それに平行するレジデンソャル ・グループ

のモール、さらにこれらに直交する複数の車Ulによって統

御された大小のクォードラングルから成っている。また、

犠式的には地中海沿岸の綴々な地核や時代の建物のスタ

イルを独自の手法と想像力で複合させた、極めて独自性

の強い折衷綴式が~用されている ・ S 。
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杢間情成に関しては、規t~の呉 1， る A、たつのモー

ルが平行配由主れ、それらに直交する 24'の紬μ

よって閥的77."ードラノグ州統御与れた附と |

なっている メインのモールで:よれ1¥(/)央なるふたつ

のモーJレが連結され、焦点に求.(的平而形をもっilll

物が世かれ.軸的多端に:1ゲートタワーが設けられ I

ている クァードラノグルl土、グループごとのf主十告

に応じて規模や~rlllの 1m欣性が嗣Jí却されている ，

係式に関しては、ピザン4ンやロマホスク様式の

ディテ ールが折~~された独自性の 5:1l\' 、形式が用いら

れ、7f別的要素として、ill物を連結するアーケード

がキベノパス全H;にわたってmいられている。



2ート20.ロチェスター大学CRCU)

ニューヨーク州ロチェスターCRochesler)にあるロチ

ェスター大学CUniversilYof Rochesler)は1860年に創

立される。創立当初は男子大学であったが、 1910年に総

長に就任したリーズCRushRhees)のもとで男女共学化が

進められる。女子部CCoIlege for Women)の設立によっ

て大学空間は高密化し、 1930年に男子部CCol1egefor 

Men)が新しい敷地に移転する。その25年後、ようやく

女子部もこの敷地に移転し、現在に至っている。

新しい敷地はロチェスター市郊外に位置し、敷地の三

方をジェネジー}IICGeneseeRiver)に図まれた良好な環

境の中にあり、この新しい敷地のマスタープラン作成が

1921年からおこなわれる。大学は当初、マッキム・ミー

ド・アンド ・ホワイ卜にアドノ《イスを求め、その後、両

者の関係は1927年まで続いている・1。また、大学はオル

ムステッドとプラ y卜CCharlesA. P1all)を顧問建築家

として招いている。

実際のマスタープラン作成を担当したのは、地元の建

築家、ゴードン・アンド・ケルパーCGordon& Kae 1 ber) 
であった・ 2。彼らは大学の要求に従ってHの試案を作成

している・ 30 これら作成された試案を見ると、初期段階

でモールとクォードラングルのふたつのスキームが並行

してスタディされていることがわかる。ここではモール

が選択され、続いて敷地との関係、建物のゾーニング、

主制!とそれにl直交する交差射lに関するスタテ'ィがおこな

われている。そして、全体の基本的骨絡が定まると、個

々の建物の位置Iや形態が検討されている。

1926年12月に段終案が大学によって承認され、翌年か

ら建物の建設がはじまる。この辰終案では、全体は大き

く3つの部分、中央の東西舶によって統御されたアカデ

ミック ・グループ、その北側で南北制lに沿うように配さ

れたレジデンシャル ・グループ、アスレチック ・グルー

プから成っている。勅線の焦点には図書館が訟かれ、そ

の中央に設けられたタワーが、制l線の焦点であることを

ンンボリックに表現している。核式的には、基本的には

ジョージアン ・コロニアル・スタイルが共通に線用され

ているが、アカデミックな建物では中央部にぺテ'ィメン

トを戴いたポルテイコが設けられ、よりフォーマルな表

情が与えられている・ 40



資料番時 RCU01 Unlversity 01 Rochester 

Pn明Y.-.I..:UAn.angじIllcnlof HuilJillg~ for lhc L"ni¥"crsity 01' R叫 hc、l..:r

J.:.? 

l犯の

(，ペタ γラン

。世，11山l出

也第五

ーー---~ • --! '"1Ul  

こニコ end""羽田制由"'.
亡二二 田I，nctlve~肺刷
.泊s

9:318 _ 1 100∞ 

形態的特徴

空間構成に関しでは、モーんとそれに直交する軸

によって全体的什怖が形成主れ、その日/Illlに段差止の

~ 1.ードラングんが両日i1tされている モーjレでは軸

のi紅白に/'，/;'fr:liが[11かれ.その中央に設けられたタ

ワーが舶の焦}l~~明示している モールの両側1こは

同じ形式的住物がふたつずつ延び、それりはモール

:こ直交する輸を脱走している モールの一端:l会ヱ

スジ一川:こrnjかつて聞かれている

lt式!ニ関して;土、モールを構成するill物には対柏:

性を備えたジョージアン様式がよHいられ、クォード

ランゲルを情成するドミトリーのill物に:土、ハー

パ ド大学的マサヲーュ一七ッ Y六一jレに倣ったコロ

ユアjレ隙式が採用 されている 弁別的:&::~~として.

建物全 j~結T るアー?ードカ'JiJ c 、られている

ー一一一一一一一ーー一一一一一一ー「戸【-ーー「

.‘ ・ 目. . 
'--' ・y ・ 1 目

白."・ ωJ州川 0'制'"ε

一一." .，. 
~ … α/"0'淘 剖岨循

山一…一一…一一
一二
…一

一
白一一
…一叫

一一一一~一一一
…
一一一一一

-cEr 
一 日】

r- :J-o 
同・ν同盟

円【司ザー，，.，，，
】】】 J

u 

去6とてと

噌緬.

F --C口三一一時ー・ーロ日

霊剣. I 

一一直列盟
交後.

基本集合単位/集合形態

/ 
/"  一一

aUAQ同ANGl~"Alよ



2-1-21 リード ・カレッジ(RDC)

オレゴン州ポートランド(Port land)にあるリード・カ

レッジ(ReedCo 11ege)は、 1911年にリベラル・アーツ ・

カレッジとして創立される。弱冠31放にしてこの大学の

総長となったフォスター(Wi11 ia田 Trufan t Fos ler)は、

新しい大学のキャンパス形成にあたって国内外の約 300

大学の配置図や建物の図面、写真、スケッチを蒐集し、

また笑際に数多くの国内のキャンパスを訪れた・l。大学

は1910年にポートランド郊外の40エーカーの土地を入手

し・2、翌年 l月に地元ポートランドの設計事務所、 ドイ

ル・パターソン ・アンド ・ビーチ(Doyle.Patterson & 
Beach)にマスタープランの作成を依頼する。

1911年から 1912年にかけて、 ドイル(AlberlE. 

Doy 1 e)は 3つのマスタープランを作成している。 1911

年 2月に作成された第一案では、アカデミック ・グルー

プ、アスレチァク ・グループ、男友それぞれのドミトリ

ーの 4つの部分によって全体が織成され、それぞれのグ

ループではオープン ・スペースを阻むように建物が配さ

れている(quadrangleconcept)。

その後廿ぐに作成された第二案では、アスレチック ・

グループが敷地の西側に移動し、アカデミック ・グルー

プが拡張されている。この案では、アカデミック ・グル

ープのオープン ・スペースはキャンパス、 ドミトリー ・

グループのオープン ・スペースはクォー ドラングルと呼

ばれている。

1912年に作成された第三案は、 「クォードラングル ・

コンセプトJが大胆に展開された意欲的なマスタープラ

ンである。広大でフォーマルな中央のオープン ・スペー

スの周囲に、複数の小規僚なクォードラングルが付加さ

れ、それらは敷地の形状に沿ってうねり、さらにそれは

谷を越えて敷地の北側まで地殖している。また、様式的

にはテューダー ・ゴンック綴式が係用され、さらに塔や

ゲートタワー、アーケードといった弁別的要紫が用いら

れている。

このマスタープランに基づいて、 1912年に最初のふた

つの建物 (Arts& Science Building、Dormitory 
Building)が建設された。しかし、それ以降の建設では

必ずしもマスタープランは効力を待たず、 ドイルの大胆

な提案は結局、実現されなかった。
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'4?mJ情成に関しでは、!JLmの異なるふたつの

モ Jレがf'lfにi記i吐きれ、それらに底火する軸に

よってふたつの空IUIが迎新されている それぞれ

のモールの r，~J 聞に校散の 7 ナードラングルカ付加

しており 、それらはフナー7)レなモールとは対照

的に~&地形状に対してフレキシプJレに対Lι してい | 

。。

除式に「唱しては.モー Jレを構成する建物には対

前:性を備えたジョーンアンtht1)'Rlいられ、

'l ~ ドラノグJレを1坪成寸るドミトリ の建物に

は、ハーバード大学の7サチューセ J'Jォ、-}レに

倣ったコロニ7)レ係式が採用されている。弁別的

安ぷとして.ill物を述結寸るアーケードが用いら

れているつ



2-1-22. リッチモンド・カレッジ(RMC)

ヴァージニア州リッチモンド(Ri chmond)にあるリッチ

モンド.大学(Universityof Richmond)は、 1834年にパプ

テイス卜の教育機関、リッチモンド ・カレッジとして創

立され、その後、男女共学化に伴い1920年に現在の名称

に変更されている。創立当初、この大学は男子大学であ

ったが、 1894年に総長に就任したボートライト

(Freder i ck W. Boa twr i gh t)によって大学の組織的改編

が進められ、男女共学化のための資金が確保される・ o

この共学化に伴って1909年に大学はリッチモンド中心部

から西に 3マイル離れたウエストハンプトン

(Westha皿plon)に 200エーカーの土地を入手する・20

1910年、この新しいキャンパスのマスタープランの作

成がラルフ ・アダムス ・クラム(RalphAd且msCram)に依

頼され、またマニング(CharlcsManning)カ〈ランドスケ

ープ ・アーキテクトとして招かれている。クラムのマス

タープランに1基づいて、 1911年から建物の建設が始めら

れ、 1914年に大学はこの新しい敷地に移転する・3。

クラムによるこの大学のマスタープランは、同時期の

他大学のマスタープランと比べて、その独自性が際立っ

ている。全体は交差する大小ふたつのモールとその周囲

に配された復数のクォードラングルによって構成されて

いるが、敷地の形状や起伏に合わせるように、ふたつの

モールは直交ではなく、ほlま451立のflJ1([で重なり合い、

またクォードラングルも主要なモールに対して不規則な

かたちで述結されている。また、オープン ・スペースを

閲む建物は基本的に線状の主li統したものであり、それら

がうねりながら空間を取り阻むさまは、コープ ・アンド

・スチュワードソンによるプリンモアやプリンストンの

建物を想起させる。彼らの手法はキャンパスの内部と外

部という二分法に基づき、その境界に沿って建物を配置

昔るというものであったが、クラムはここにおいてさら

にそれをオープン ・スペースを閤むための手法として展

開している。

段式的には、カレァジ ・ゴシァクが用いられ、全体と

してピクチュアレスクな建築効果が迫求されている。資

金不足もあり、このマスタープランは部分的にしか実現

されていないが、その後の建設においてもそのピクチュ

アレスクな雰囲気は保持されている・4。
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~IUJ燐成に関しては.メイングループでは大小 2

つのモールが斜めに交差し、その周聞に規!誌や1'11鎖

性の呉なる 7ナードラングJレカて付加的に配されてい

る ウィメンズカン yジでは、線状の也物に拠って

組定 J子れた~rllJが 3つのクォードラングルと 、そ

れらを煤介する不!~形1~ ~lm に分割されている 9 い

ずれにおいても純状のill物が仲良L.不笠形な敷地

形状に合わせて屈曲しながらさl:1:1Jを!Jl'Aするという

J引去がとりれている

tlf;:に附しては、プ';:'"ッジゴシック保式が採用さ

れ、弁別的要素として、7-7'ードやゲー トタワ

が丹Jいられ、リベラルア-，)グループのゲートタ

ワ iHil査を備えたものとなっている

一貫して線状の也物!こよって全体を附成した独特

のl刊である



2-1-23.スウィート ・プライア・カレッジ(SBC)

ヴァージニア州スウィート・プライア(SweetBrair) 

にあるスウィート ・プライア ・カレッジ(SweetBrair 

College)は、 1906年に女性のためのリベラル ・アーツ

・カレッジとして創立される。創立に先立つ1901年、こ

の新しいカレッジのためのキャンパスの設計がラルフ ・

アダムス ・クラム(RalphAdams Cram)に依頼される。そ

の後、数多くの大学の仕事をおこなうことになる彼の事

務所(Cram，Goodhue & Ferguson)にとって、これは是初
のマスタープラン作成の仕事であった・10

クラムは1902年から[940年の聞に 3つのマスタープラ

ンを作成しているが、 [902年に作成された長初のマスタ

ープランが最も明快に彼の錨いた辺想像を表現しており、

このキャンパスの基本的骨格を決定している。その後に

作成されたふたつのマスタープラン(1928年、 1940年)

は大学の現実的な要求を反映したものであり、そこでは

長初のマスタープランで示された統一的秩序の多くが失

われている・ 20

[902年のマスタープランでは、要求された建物群がひ

とつの大きなオープン ・スペースを囲むという明快な構

成がとられ、それら建物はアーケードやコロネードによ

って統一的に連結されている。また、 全体はアカデミッ

ク・グループとレジデンシャル ・グループに緩やかに分

節され、 さらにチ ャペル、コメンスメン卜・ホール

(commencemen t ha 11)、食堂(refectory)を焦点とする

3つの事"によって全体が統合されている。建物によって

閉まれたオープン・スペースは敷地のなだらかな傾斜を

利用して 3つのレベルのフォーマルなテラスとして整地

され、それらの境界部分には外部階段やスロープといっ

た建築的な仕掛けが設けられている。

段式的にはヴァーヅニアという地域性を反映したジョ

ージアン ・コロニアル ・スタイルカ〈用いられ、コメンス

メント ・ホールではヴァージニア大学のロトンダを想起

させる、ドームを戴いたデザインが施されている。へー

ゲマン(WarnerIlegemann)はこのマスタープランを「ジ

ヱファーソンのものよりも、より喜びに満ち、より軽快

で、より自由であるJと評している・3。この案に基づい

て複数の建物が建設されたが、オープン ・スペースを囲

むというスキームは現在でも未之成のままである。
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空IIIJ併成に関しては、基本(1'1にひとつのオープン l

スベースを独立した品12立のill物が凶L、夕方ー ドラ

ングjレの形式がJ:iU:1Iされている。ill物全体を述結すl

るアーケードヤコロネードによって全体は3つの部i

分に緩やかに分別されている 3 また、波紋の触が設 1

定され、 その .!J.~.[.~. には形態的弁日IJttを備えた建物が

i註かれることによって‘全体はモール的な性絡を帯

びている

徐式に関しては.ジョージアン段式がf-"11lされ、

弁別的要素として‘アーケードやコロネード、軸の |

住占に置かれたロトンダがある。 I

モールとす rードラノグJレの融合が試みられた代

1<(1')な:伊lである


